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ご使用後は、忘れずに電源スイッチを切ってください。ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いくだ
さい。そのあと大切に保管し、わからないときは再読してください。

上手に使って、上手に節電

保証書別添付
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入を
お確かめのうえ、お受け取りください。
製造番号は、品質管理上重要なものです。お買い上げの
際は、製品本体と保証書の製造番号をお確かめください。

著作権（録画テープの取り扱い）
あなたがビデオで録画したテープは、個人として楽しむ
ほかは著作権法上、権利者に無断で使用はできません。
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安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、
必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
(下記は、絵表示の一例です。) 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が
想定される」内容です。

警告

注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告設置について

禁　止

たこ足配線などで
定格を越えると、
発熱による火災の
原因となります。

■コンセントや配線機器
の定格を越える使い方
や、交流100V以外で
の使用はしない！

■電源コードに重いもの
を載せない！

本機の下敷きにな
らないよう注意し
てください。
コードが傷つい
て、火災・感電を
起こすおそれがあ
ります。

禁　止

■コードに重いものを
載せない！

本機の下敷きにな
らないよう注意し
てください。
コードが傷つい
て、火災・感電を
起こすおそれがあ
ります。

禁　止
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警告設置について

使用方法について

■ぬれた手で、電源プラグ
の抜き差しはしない！

感電の原因となり
ます。

禁　止

■不安定な場所に置かな
い！

落ちたり、倒れた
りしてけがの原因
となります。

禁　止

■水場に設置しない！

火災・感電の
原因となりま
す。

水場使用禁止

■付属品・オプションは、
指定の製品を使用する！

本体に誤って指定
外の製品を使用す
ると、火災や事故
を起こすおそれが
あります。

■本機の上に水の入った
容器、小さな金属物を
置かない！

本機内部にはいる
と、故障や事故を
起こすおそれがあ
ります。禁　止

■表示された電源電圧以
外は、使用しない！

火災・感電のおそ
れがあります。

禁　止

■電源コード・電源プラグ
が破損するようなことは
しない！
傷つけたり、加工したり、
高温部に近づけたり、無
理に曲げたり、ねじった
り、引っ張ったり、重い
ものを載せたり、束ねた
りしない！

傷んだまま使用す
ると、感電・ショ
ート・火災の原因
になります。

Oコードやプラグの修理
は、お買い上げの販売店
に、ご相談ください。

禁　止

禁　止

■機器が濡れたり、水が
入らないようにする！

火災・感電のおそ
れがあります。
雨天・降雪・海
岸・水辺での使用
は、特にご注意く
ださい。

禁　止

■機器の開口部から異物
を差し込んだり、落と
し込んだりしない！

火災・感電のおそ
れがあります。

■水場で使用しない！

火災・感電の
原因となりま
す。

水場使用禁止

■電源プラグは、根元ま
で確実に差し込む！

感電の原因になり
ます。

分 解 禁 止

■本機を改造しない！

火災・感電の原
因となります。
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警告使用方法について

警告異常時の処理
について

■本機の裏ぶた・キャビ
ネット・カバーなどを
外さない！

感電の原因とな
ります。

分 解 禁 止

O点検・整備・修理は、お買
い上げの販売店に、ご依頼
ください。

■指定のカバー以外は、
外さない！

感電の原因とな
ります。

分 解 禁 止

O点検・整備・修理は、お買
い上げの販売店に、ご依頼
ください。

■本機を落としたり、破損
した場合は、電源スイッ
チを切り、電源 (プラ
グ) を抜く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。電源プラグ

を抜く

■煙が出ている、変なにお
いや音がするなどの異常
状態の場合は、電源スイ
ッチを切り、電源 (プラ
グ) を抜く！

火災・感電の原
因となります。

電源プラグ
を抜く

Oお買い上げの販売店に、修
理をご依頼ください。

■本機の内部に異物が入っ
た場合は、電源スイッチ
を切り、電源 (プラグ)
を抜く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。電源プラグ

を抜く

■本機の内部に水などが
入った場合は、電源ス
イッチを切り、電源
(プラグ) を抜く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。電源プラグ

を抜く

■電源コードが傷んだ場合
は、交換を依頼する！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。

Oお買い上げの販売店に、ご
相談ください。



安全上のご注意 必ずお守りください

6

注意設置について

警告お手入れについて

プラグにほこりが
たまると、湿気等
で絶縁不良とな
り、火災の原因と
なります。

■電源プラグのほこりなど
は、定期的にとる！

O電源プラグを抜き、乾いた
布で拭いてください。

禁　止

■電源コードを熱器具に
近づけない！

コードの被覆が溶
けて、火災・感電
の原因となること
があります。 禁　止

■油煙や湯気が当たる場
所に置かない！

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

禁　止

■本機の通風孔をふさが
ない！

通風孔をふさぐと
内部に熱がこも
り、火災の原因と
なることがありま
す。
次のような使い方
は、しないでくだ
さい。

O本機を風通しの悪い所に押
し込む。

Oテーブルクロスを掛けた
り、じゅうたんや布団の上
に置く。

禁　止

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

■湿気やほこりの多い場
所に置かない！

禁　止

■プラグを抜くときは、
電源コードを引っ張ら
ない！

コードが傷つき、
火災・感電の原因
となることがあり
ます。

O必ずプラグを持って抜いて
ください。
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注意

お手入れについて

使用方法について

■本機の上に重い物を
置かない！

バランスがくずれ
て、落下し、けが
の原因となりま
す。

禁　止

■本機に乗らない！

倒れたり、壊れた
りし、けがの原因
になります。

禁　止

■カセットテープ挿入口
に、手をはさまれない
ように注意する！

けがの原因とな
ります。

指に注意

■長期間使用しないとき
は、安全のため電源プ
ラグをコンセントから
抜く！

火災の原因とな
ることがありま
す。

電源プラグ
を抜く

■移動させる場合は、電源
スイッチを切り、プラグ
を抜き、外部の接続コー
ドを外す！

コードが傷つ
き、火災・感電
の原因となるこ
とがあります。電源プラグ

を抜く

■お手入れの際は安全のた
め、電源スイッチを切り、
電源 (プラグ) を抜く！

火災・感電の原
因となることが
あります。

電源プラグ
を抜く

■1 年に 1 度ぐらいは、
販売店に内部の掃除の
相談を！

本機の内部にほこ
りがたまったま
ま、使用し続ける
と、火災・故障の
原因となることが
あります。
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概　要

本機は、1/4インチ幅のテープを採用したデジタルVTRです。
デジタル圧縮技術を採用しておりますので、従来のアナログ方式と比べて、ダビング時の画質・音質の劣化が
大幅に少なくなります。
また、本機は小型・軽量設計になっておりますので持ち運びにも負担が軽く、ラックに設置するときにも楽に
行えます。
機器の各設定は、モニターテレビの画面メニューを見ながら対話方式で行います。
AJ-D250は、RS-232C端子を標準装備していますので、別売のRS-232Cリモートコントローラ (AJ-
A250) による編集コントロールや、コンピュータからのリモートコントロールが可能です。

特　長

小型・軽量
本機のサイズは幅214 mm、高さ132 mm、奥
行391 mm、重量は6.5 kgです。
把手を装備しているため、持ち運びに便利です。

アッセンブル編集・インサート編集
別売の RS-232Cリモートコントローラ (AJ-
A250) を使用し、直接コントローラから再生側と
録画用の本機2台を制御して、編集することがで
きます。

エンコーダコントロール
ビデオ出力信号の調整を、セットアップメニュー上
で行えます。

2チャンネルの高音質デジタルオーディオ

RS-232Cコントロール
別売の RS-232Cリモートコントローラ (AJ-
A250) による編集コントロールの他に、RS-
232Cケーブルをコンピュータにつなぐことによ
り、コンピュータからのリモートコントロールが可
能です。

最大184分記録
使用するカセットテープは、取材用 (最大66分)
と汎用 (最大184分) の2種類。
テープ幅は1/4インチのコンパクト設計になって
います。

民生機器との互換
民生機器のデジタルカメラで撮影した民生用カセッ
トテープは、カセットアダプタ (AJ-CS750P：
オプション) を使用すると、本機で再生できます。
LPモードには対応いたしません。

タイムコード
本機はTCG (タイムコードジェネレーター) /TCR
(タイムコードリーダー) を内蔵しています。

リピート再生
テープ上の任意の範囲で連続リピート再生もしく
は、1回だけのリピート再生ができます。

メニュー方式のセットアップ
機器の各設定は、モニターテレビの画面メニューを
見ながら対話方式で行います。

リモートコントロール
リモートコントローラ：AG-A11 (別売品) を接続
すると、約5ｍ離れたところから本機を操作する
ことができます。
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フロントパネル
1POWERスイッチ
ON側を押すと電源が入り、カウンター表示部が点
灯します。

2カセット挿入口
取材カセット、汎用カセット、およびアダプター
付きの民生用カセットの挿入口です。民生用カセ
ットは、再生のみが可能です。

3EJECTボタン
押すとテープがアンロードし、数秒後自動的にカ
セットを排出します。
カウンター表示部がCTL表示のときは、表示がリ
セットされます。

4REC/REC INHランプ
REC ： 録画中に点灯します。
REC INH： カセット誤消去防止状態になってい

るときに点灯します。
またセットアップメニューで REC
INHIBIT をONに設定したときに点
灯します。
このとき、記録はできません。

5REMOTEランプ
LOCAL/MENU/REMOTEスイッチで、REMOTE
側を選択したときに点灯します。

6WIDEランプ
16：9のワイド画面モードのときに点灯します。

7民生用カセット挿入表示ランプ
民生用DVの機器で記録されたカセットが挿入さ
れているときに点灯します。

8REPEATランプ
リピート再生時に点灯します。

9SERVOランプ
ドラムサーボおよびキャプスタンサーボがロック
すると、点灯します。

:チャンネルコンディション・ランプ
エラーレートの状態に応じて、点灯します。
(緑→青→赤) 
緑：ビデオ/オーディオの再生信号のエラーレート
が、共に良好なときに点灯します。

青：ビデオ/オーディオの再生信号のいずれかのエ
ラーレートが悪化したときに点灯します。こ
のランプが点灯しても、再生画は正常です。

赤：ビデオ/オーディオのいずれかの再生信号に、
修正/補間がかかったときに点灯します。

;レベルメーター
オーディオ信号の各レベルを表示します。
オーディオ信号は、記録時およびE-E選択時には
入力信号のレベルを、再生時には出力信号の各レ
ベルを表示します。

<カセット挿入表示ランプ
本機にカセットが挿入されているときに、このラ
ンプが点灯します。

=カウンター表示部
TC、CTLのカウント値や、オンスクリーン情報等
の各種メッセージを表示します。

>LOCAL/MENU/REMOTEスイッチ
メニュー設定もしくは、外部から本機をコントロ
ールするときに切り替えます。

LOCAL ：本機の操作パネルで本機をコントロー
ルするとき。

MENU ：オンスクリーンメニューを設定すると
き。

REMOTE：RS-232Cなど、外部コントロール
機器で本機をコントロールするとき。

? INPUT SELECTスイッチ
入力信号の切り替えを行います。

LINE ：ビデオ信号入力端子に入力されている
信号を記録するとき。

S-VIDEO：S-VIDEO入力端子に入力されている
信号を記録するとき。

OPTION ：オプションボードより、ビデオおよび
オーディオ信号を入力して記録すると
き。

@BEGINボタン
リピート再生の開始点の設定および、現在登録さ
れている開始点の表示を行います。

AENDボタン
リピート再生の終了点の設定および、現在登録さ
れている終了点の表示を行います。

BCH3/CH4ランプ
DVフォーマット再生時、音声信号がCH3、CH4
に設定されているときに点灯します。

CAUDIO OUT SELECTボタン
出力する音声信号の切り替えを行います。

各部の名称と機能
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Dヘッドホンジャック
ステレオヘッドホンを接続すると、記録/再生の音
声を、ヘッドホンでモニターできます。

E音量調整ボリューム
ヘッドホンの音量を調整するボリュームです。

F音量記録レベル調整ボリューム
PCMオーディオ信号CH1/CH2の記録レベルを
調整するボリュームです。

GREWボタン
押すと、テープを巻き戻し、セットアップメニュ
ー項目 「S/F/R EE SEL」が「TAPE」のときに
は、再生画をモニターすることができます。

HSTOPボタン
押すと、テープ走行が停止し、セットアップメニ
ュー項目「S/F/R EE SEL」が「TAPE」のとき
には、静止画をモニターすることができます。
ストップモード中でもドラムは回転し、テープは
ドラムに密着しています。
ストップモードが一定時間以上経過すると、テー
プ保護のために自動的にスタンバイOFFモードに
なります。

IFFボタン
押すと、テープを早送りし、セットアップメニュ
ー項目 「S/F/R EE SEL」が「TAPE」のときに
は、再生画をモニターすることができます。

JPLAYボタン
押すと、再生が始まります。
RECボタンと同時に押すと、記録が始まります。

KPAUSE/STILLボタン
記録中に押すと、一時停止します。再度押すと、
記録を再開します。
再生中に押すと、静止画になります。再度押すと、
再生を再開します。

LRECボタン
PLAYボタンと同時に押すと、記録が始まります。
再生時やSTOPモード、スタンバイOFFモードの
ときに押すと、REC CHECKモードになります。
(19ページ参照)

Mリモコン端子
リモートコントローラー (AG-A11) を接続する
と、本機の操作ボタンに代わって離れたところか
ら動作させることができます。
但し、LOCAL/MENU/REMOTE スイッチは、
REMOTEの位置にしておいてください。

NCOUNTERボタン
カウンター表示部の切り替えを行います。

CTL ：テープタイマー (コントロール信号) を表示
します。

TC ：タイムコードを表示します。
UB ：ユーザービットを表示します。
残量 ：テープ残量を表示します。

ORESETボタン
CTL モード時に押すと、カウンターの表示が
00:00:00:00 になります。

DATA + SET

PAUSE/STILL REC

RESET COUNTER

REMOTE

tte Recorder    AJ-

Panasonic

(AG-A11)

各部の名称と機能
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RS-
232C

AC  IN

SIGNAL
GND

OUTPUT

CH1 CH2
AUDIO 2

CH1 CH2
AUDIO 1

VIDEO
MONITVIDEOS-VIDEO

INPUT

CH1 CH2
AUDIO

REF
VIDEOVIDEOS-VIDEO

1

3

;9 2> :

7 865 4

=<

コネクター部

各部の名称と機能



13

RS-
232C

AC  IN

SIGNAL
GND

OUTPUT

CH1 CH2
AUDIO 2

CH1 CH2
AUDIO 1

VIDEO
MONITVIDEOS-VIDEO

INPUT

CH1 CH2
AUDIO

REF
VIDEOVIDEOS-VIDEO

コネクター部

1AC INコネクター
付属の電源コードを使って、電源コードに接続し
ます。

2SIGNAL GND端子
ノイズ軽減のため、接続機器の信号アース端子と
接続します。安全アースではありません。

3ファンモーター
本機の冷却用のファンモーターです。

4把手
把手は側面に付いていますが、本機を動作させる
ときは、本機を水平に設置してください。

5S-VIDEO IN端子
S-VIDEO映像信号の入力端子です。

6VIDEO IN端子
アナログ・ビデオ信号の入力端子です。

7REF VIDEO IN端子
再生時に外部の基準同期信号に同期させる為の、
リファレンス・ビデオ信号の入力端子です。

8AUDIO IN端子
アナログオーディオ信号の入力端子です。

9S-VIDEO OUT端子
S-VIDEO映像信号の出力端子です。

:VIDEO OUT端子
アナログ・ビデオ信号の出力端子です。

;MONITOR OUT端子
映像モニター信号の出力端子です。
スーパーインポーズしたビデオ信号の出力ができ
ます。

<AUDIO 1 OUT端子
アナログオーディオ信号の出力端子です。

=AUDIO 2 OUT端子
アナログオーディオ信号の出力端子です。

>RS-232C端子
別売の RS-232Cリモートコントローラ (AJ-
A250) を接続することにより、編集作業を素早く
効率的に行うことができます。また、別売のRS-
232Cケーブルを使用すると、コンピュータによ
る種々の操作が可能になります。

RS-232C端子

各部の名称と機能
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ON

POWER

OFF

DIGITAL VIDEO CASSETTE

EJECT

MENU
REMOTELOCAL

AUDIO
REC LEVEL

CH 1

CH 2

INPUT SELECT
S-VIDEO

LINE OPTION

BEGIN END

AUDIO OUT
SELECT

CH 3

CH 4
MENU DATADOWN UPMODE - + SET

REW STOP FF PLAY PAUSE/STILL REC

RESET COUNTER

REMOTE

Digital Video Cassette Recorder

テープについて

タイプ

民生用カセット
(Sカセット)

Mカセット

Lカセット

内　　容

最大66分の記録・再生テープ
(AJ-P12MP、AJ-P24MP、AJ-P33MP、AJ-P46MP、AJ-P66MP)

最大184分の記録・再生テープ
(AJ-P34LP、AJ-P66LP、AJ-P94LP、AJ-P126LP、AJ-P184LP＊)
＊AJ-P184LP カセットテープは、DVCPRO (25M) 184分対応VTRにてご使用く
ださい。

挿入口のセンターにカセットをあわせ、軽く押し
てください。
カセットテープは、自動的にローディングされま
す。

民生用DVテープおよびDVCAMテープを本
機で再生する場合、高湿度環境下 (湿度
70％以上) でのご使用は、できるだけ避けて
ください。

Mカセット

Lカセット

<民生用DVテープ再生時のご注意>
O民生用テープは、再生のみご使用できます。
OLPモードで記録された民生用テープの再生はできません。
O民生用テープへの記録はできませんので、記録に関する機能は、禁止しています。
O民生用テープの最大送り速度は32倍速です。
O民生用テープの静止画像は乱れることがあります。
Oテープ保護の観点から、民生用テープでのキューアップは、できるだけ控えていただきます
ようにお願いします。

O民生用テープご使用時のSTILL TIMERの最大時間は10秒に設定されています。
またSTILL状態で放置された場合、1分後にスタンバイOFF (ハーフローディング) モード
になります。

O民生用テープのサーチ、静止画像時は、タイムコードの読み取り不可の表示が出ることがあ
ります。

民生用カメラレコーダー専用テープです。
カセットアダプター(別売品)を使用すれば、再生のみできます。
ただし、長時間用テープ (標準モード80分/LPモード120分) は、使用
できませんのでご注意ください。
なお、テープはパナソニックの民生用DVテープのご使用をお勧めいたし
ます。
「カセットアダプターを使用せずにカセットテープを挿入しますと、故障
の原因となりますのでご注意ください。」
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ON

POWER

OFF

DIGITAL VIDEO CASSETTE

EJECT

MENU
REMOTELOCAL

AUDIO
REC LEVEL

CH 1

CH 2

INPUT SELECT
S-VIDEO

LINE OPTION

BEGIN END

AUDIO OUT
SELECT

CH 3

CH 4
MENU DATADOWN UPMODE - + SET

REW STOP FF PLAY PAUSE/STILL REC

RESET COUNTER

REMOTE

Digital Video Cassette Recorder 

操作方法

操作を始める前に、機器の接続が正しいかを確認してください。

1 電源を入れます。

2 カセットテープを挿入します。
カセットテープは、無理なく正規の位置に挿入してください。

3 STOPランプが点灯していることを確認します。
テープを挿入すると、自動的にシリンダーが回転し、テープがローディングされ、
STOPモードになります。
<ノート>
テープ挿入時のモードは、セットアップメニュー項目N0. 104「TAPE IN MOD」の
設定により変更可能です。(33ページ参照)

電源投入/カセット挿入

1 2

3
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1 STOPボタンを押すと、STOPモードになります
STOPランプが点灯し、テープ走行が停止します。
Oテープ保護のため、セットアップメニュー項目「STILL TIMER」で設定した時間が経
過すると、テープ保護モードになります。(35ページ参照)
STOP、REW、FF、PLAYの各ボタンを押すと、それぞれのモードになります。

<STILL TIMER設定のご注意>
O繰り返し、同じテープの同じ箇所を使用するときなどには、同一箇所での累計待機時間が長
くなります。テープ保護のため、同一箇所での待機時間は、できる限り短くご使用ください。

STOPモード

ON

POWER

OFF

DIGITAL VIDEO CASSETTE

EJECT

MENU
REMOTELOCAL

AUDIO
REC LEVEL

CH 1

CH 2

INPUT SELECT
S-VIDEO

LINE OPTION

BEGIN END

AUDIO OUT
SELECT

CH 3

CH 4
MENU DATADOWN UPMODE - + SET

REW STOP FF PLAY PAUSE/STILL REC

RESET COUNTER

REMOTE

Digital Video Cassette Recorder 

1

操作方法



17

1 カセットテープの誤消去防止用ツメを「記録」側にし、テープを挿入します。

<ノート>
O入力信号に記録防止信号が記録されているものは、正しく記録できません。
O記録中は、SERVOランプが点灯していることを確認します。ランプが点滅または消えてい
るときは、再生した画像は乱れます。

2 STOPボタンを押して、本機を停止モードにします。

3 REC INHランプが消えていることを確認します。

4 ビデオ/オーディオ入力信号の選択とレベルの調整

4-1 入力ビデオ/オーディオ信号の選択

1 記録する信号を接続します。

2 フロントパネルの INPUT SELECTスイッチで入力信号を選択します。

4-2 オーディオレベル調整

1 オーディオ入力信号レベルを調整します。
オーディオ信号は、センタークリック位置で適正なレベルで記録されます。

5 RECボタンを押しながら、PLAYボタンを押します。
RECとPLAYランプが点灯し、記録が始まります。

6 記録を終了するときは、STOPボタンを押します。
記録が終了し、停止モードになります。

記　録

操作方法
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1 カセットテープを挿入します。

<ノート>
O再生中は、SERVOランプが点灯していることを確認してください。消灯もしくは点滅して
いますと、再生画像が乱れます。

2 PLAYボタンを押します。
通常の再生が開始されます。

3 再生を終了するときは、STOPボタンを押します。
VTRは、STOPモードになります。

早送り再生/巻き戻し再生

再　生

再生中にFFボタンまたは、REWボタンを押し続けます。
押している間、約10倍の速度で早送り再生または、巻き戻し再生されます。

ボタンを離すと、通常の再生に戻ります。

O早送り再生、巻き戻し再生中、セットアップメニュー項目「SEARCH CUE」が「ON」の
とき、CUEトラックの音声が出力されます。(38ページ参照)

静止画再生

再生中にPAUSE/STILLボタンを押します。
もう一度PAUSE/STILLボタンを押すと、通常再生に戻ります。

O静止画再生中には、音声は聞こえません。

1 カセットテープを再生中に、PAUSE/STILLボタンを押します。
セットアップメニュー項目「AUTO BACK」が「ON」のとき、PAUSE/STILLボタン
を押した位置より、約2秒間テープが巻き戻されます。(33ページ参照)

一時停止/記録(つなぎ撮り)

2 RECボタンを押し、REC PAUSEモードにします。
このとき、E-E画面にモニター表示が切り替わります。

3 PAUSE/STILLボタンを押し、記録を始めます。

1でPAUSE/STILLボタンを押した位置までテープが走行し、記録を開始します。
＜ノート＞
このとき、E-E画面が表示されます。

操作方法
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CH3 CH4

CH4

CH1+CH3 CH2+CH4

CH3

AUDIO OUT端子

CH1出力 CH2出力

CH1
CH2

CH3 □
CH4 □

LED

CH1

CH1

CH2

CH1 CH3 □
CH4 □

CH2
CH3 □
CH4 □

表示なし
CH3 ■
CH4 ■

表示なし
CH3 ■
CH4 □

表示なし
CH3 □
CH4 ■

CH1
CH2

CH3 ■
CH4 ■

AUDIO OUT SELECTボタンで希望する音声に切り替えます。
AUDIO OUT SELECTボタンを押すことにより、音声出力が下記の順にモードが切り替わります。

表示管

CH2

□･ ･ ･ ･ 消灯
■･ ･ ･ ･ 点灯

は、DVフォーマット4chモード再生時のみ有効

音声切り替え

コマ送り
静止画再生中にFFボタンまたは、REWボタンを押すとコマ送りをします。

Oコマ送り時、音声は聞こえません。

REC CHECK
再生時やSTOPモード、スタンバイOFFモードのときにRECボタンを押すと、オーディオ入
力信号やタイムコードジェネレータ値、INPUT SELECTスイッチにより選択されているビデ
オ入力信号が確認できます。

O再生中のREC CHECK
RECボタンを押している間、REC CHECKモードになります。
RECボタンを離すと、再生モードに戻ります。

OSTOPモード時やスタンバイOFFモード時のREC CHECK
RECボタンを押すと、REC CHECKモードになります。
解除するときは、STOPボタンを押します。

モード

A

B

C

D

E

F

G

モードの切り替わり順序

A → B → C → D → E → F → G 

操作方法
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1 VTRをメニューモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENUの位置にします。) 

<ノート>
O未設定時の表示は、– – : – – : – – : – – となります。
この状態でリピート再生を行うと、BEGIN点がテープ始端に、END点がテープ終端になり
ます。

O設定終了後SETボタンを押さずにMODEボタン (REWボタン) を押すと、タイムコードの
設定値はキャンセルされます。

2

3

4 UPボタン (FFボタン) 、DOWNボタン (STOPボタン) で、変更桁 (点滅表示) を選択
します。
但し、フレームの桁は選択できません。常時、「00」が表示されます。

5 DATA＋ボタン (PAUSE/STILLボタン) 、DATA－ボタン (PLAYボタン) で値が変
わります。

6 設定終了後は、SETボタン (RECボタン) を押します。
設定値が記憶されます。

リピート再生

BEGIN、END点の設定
【メニューモード】

7 LOCAL/MENU/REMOTEスイッチを、LOCALもしくはREMOTEの位置にします。

操作方法

セットアップメニュー項目「BGN PRESET」または「END PRESET」を選択し、
DATA＋ボタン (PAUSE/STILLボタン) または DATA－ボタン (PLAYボタン) を
押します。(33ページ参照)
<ノート>
DATA＋ボタン、DATA－ボタンを操作すると、設定／未設定の選択ができます。

COUNTERボタンで、TC、CTLのいずれかを選択します。
<ノート>
CTLモードのときにRESETボタンを押すと、00 : 00 : 00 : 00 にリセットされます。
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1 VTRをローカルモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCALの位置にします。) 

2 フロントパネルのBEGINボタン、ENDボタンを押すと、現在位置がBEGIN点、END
点として設定されます。

BEGIN、END点の設定
【フロントパネル】

1 VTRをリモートモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをREMOTEの位置にします。) 

2 フロントパネルの BEGIN ボタン、END ボタンを押すと、ボタンを押している間
BEGIN点、END点が表示されます。
設定値は、変更されません。

BEGIN、END点の表示

1 VTRをメニューモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENUの位置にします。) 

2 セットアップメニュー項目「MEMORY MODE」を選択し、リピート再生モードを選択
します。(33ページ参照)

リピート再生モードの設定

設定内容 動　　作

OFF

M-STOP

REPT1

CONT

通常動作

早送り、巻戻しを行うとBEGIN点付近で停止します。

END点まで再生すると、BEGIN点までテープを巻戻して停
止します。
END点まで再生すると、BEGIN点までテープを巻戻して再
生することを繰り返します。

<ノート>
O同じテープで何回もリピート再生を行いますと画像が悪くなりますので、約100回を目安に
新しいテープと交換してください。

O民生用テープを使用してリピート再生を行う場合は、セットアップメニュー項目N0. 111
「MEMORY MODE」の「CONT」を選択しても動作しませんのでご注意ください。
(33ページ参照)

操作方法

3 LOCAL/MENU/REMOTEスイッチを、LOCALもしくはREMOTEの位置にします。
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タイムコード/ユーザービットについて

タイムコード

タイムコードは、タイムコードジェネレーター (タイムコード信号発生器) によって発生される
タイムコード信号をテープ上に記録し、タイムコードリーダー (タイムコード信号読取器) でそ
の値を読み取り、テープの絶対位置を時：分：秒：フレームの単位で表示するときに使用しま
す。

タイムコードは、ヘリカルトラックのサブコード領域 (データー領域) へ書き込まれます。
このためにVTRの再生速度が、停止モード→スロー再生→高速再生まで読み取ることができま
す。
タイムコード値は、ディスプレイやスーパーインポーズで表示されます。

TCR 00 : 07 : 04 : 24
↑ ↑ ↑ ↑
時 分 秒 フレーム

ユーザービット

ユーザービットは、タイムコード信号のうちでユーザーに開放された32ビット (8桁) の情報
枠のことです。オペレーターナンバーなどを記録することができます。

ユーザービットに使用できる数字 (文字) は、0～9と A B C D E F です。
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タイムコードの設定

以下、タイムコードの設定方法と同じです。

1 VTRをメニューモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENUの位置にします。)

<ノート>
O初期値は、現在のタイムコード値が表示されます。
O変更桁が点滅表示しているときに、RESETボタンを押すと、00 : 00 : 00 : 00 にリセッ
トされます。

Oセットアップメニュー項目「TC MODE」を「P-REC」または、「P-FREE」に設定してい
ないと設定ができません。(36ページ参照)

O変更桁が点滅表示しているときに、SETボタンを押さずにMODEボタン (REWボタン) を
押すと、タイムコードの設定値はキャンセルされます。

2 セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー 項 目 「 TC PRESET」 を 選 択 し 、 DATA＋ ボ タ ン
(PAUSE/STILLボタン) または DATA－ボタン (PLAYボタン) を押します。
(36ページ参照)

3 UPボタン (FFボタン) 、DOWNボタン (STOPボタン) にて、変更桁 (点滅表示) を選
択します。

4 DATA＋ボタン (PAUSE/STILLボタン)、DATA－ボタン (PLAYボタン) で値が変
わります。

5 設定終了後は、SETボタン (RECボタン) を押します。

ユーザービットの設定

1 VTRをメニューモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENUの位置にします。)

2 セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー 項 目 「 UB PRESET」 を 選 択 し 、 DATA＋ ボ タ ン
(PAUSE/STILLボタン) または DATA－ボタン (PLAYボタン) を押します。
(36ページ参照)

タイムコード/ユーザービットについて

6 LOCAL/MENU/REMOTEスイッチを、LOCALもしくはREMOTEの位置にします。
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1 STOPモードにします。

<ノート>
Oドロップフレームタイムコードを読んでいるときは、秒とフレームの間のコロンがピリオド
に変わります。

Oタイムコード信号が欠如したときには、CTL信号で自動的に補います。
ディスプレイは、以下のようになります。

2 COUNTERボタンで、「TC」または「UB」にします。

TC ：タイムコードが表示されます。
UB ：ユーザービットが表示されます。
Oタイムコードが読み取れなくなった場合は、CTLで補間します。

3 PLAYボタンを押します。
再生が開始され、タイムコードがディスプレイに表示されます。
セットアップメニュー項目「SUPER」がONに設定されている場合、MONITOR OUT
端子からの映像信号に、タイムコード値がスーパーインポーズされます。
(32ページ参照)

T＊R 00 : 07 : 04 : 24

タイムコード信号が欠如したとき、
＊表示になります。
(スーパーインポーズのみ)

ドロップフレームのときは、秒とフレームの間
のコロンが「．」になります。

タイムコード/ユーザービットの再生

タイムコード/ユーザービットについて
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表示位置
スーパーインポーズの表示位置は、セットアップメニ
ュー No. 002「 CHARA H-POS」と No. 003
「CHARA V-POS」で変えることができます。
(32ページ参照)

スーパーインポーズ画面

＜ノート＞
MODEボタンとDATA＋ボタンまたは、DATA－ボ
タンを押すと、押している間一時的にカウンター表示
となり、設定を確認することができます。
MODEボタンを押している間も、DATA＋ボタン、
DATA－ボタンにより、実際の状態を確認しながら
設定することもできます。

モニターテレビとMONITOR OUT端子を接続して
いる場合は、モニターテレビにコントロール信号やタ
イムコードなどが略称文字で表示されます。
また、セットアップメニューNo. 000の設定で、表
示をON/OFFする切り替えができます。
(32ページ参照)

表示文字
スーパーインポーズの表示文字は、セットアップメニ
ューNo. 004 「CHARA TYPE」の設定で、文字の
背景を変えることができます。(32ページ参照)

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ
TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

省略文字
CTL (コントロール信号)
TCR (タイムコードの再生値)
UBR (ユーザービットの再生値)
REM (テープ残量)

表示なし
：通常は表示なし

S ：FAN STOP時に表示
L ：LOW RF時に表示
N：NO RF時に表示
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＜ノート＞
OT&S&Rモードのとき、3行目 (テープ残量の行)
に、下記のエラー表示を行います。
(78ページ参照)
[NO RF]
：テープのブランク部分を検出したとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-09」が表示されます。

[LOW RF]
：ヘッド出力がないとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-01」が表示されます。

[FAN STOP]
：冷却ファンが停止したとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-70」とカウンター値が交互に表
示されます。

[SERVO NOT LOCKED]
：サーボロックしていないとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-00」が表示されます。

動作モード
セットアップメニューNo. 001「DISPLAY SEL」
で表示する内容を選択できます。(32ページ参照)

「TIME」 ： カウンター値

「T&STA」 ： カウンター値、VTR動作モード

「T&R」 ： カウンター値、テープ残量

「T&S&R」 ： カウンター値、 VTR動作モード、
テープ残量

スーパーインポーズ画面

カウンター値

TIMEモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

カウンター値

T&STAモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊
SSTTOOPP

モニターテレビ

VTR動作モード

カウンター値

T&S&Rモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊
SSTTOOPP
RREEMMAAIINN                    ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

VTR動作モード

カウンター値

T&Rモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊
RREEMMAAIINN                    ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

テープ残量

テープ残量
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セットアップ (初期設定) 

本機の主な設定は、本機に接続されたビデオモニター
に表示される、オンスクリーンメニューで設定・確認
することができます。
また、フロントパネルのディスプレイ部に表示される、
項目番号と設定番号で設定・確認することもできま
す。
さらに、ユーザー設定メモリーを1セット用意して
いますので、あらかじめ好みの設定をメモリーして使
用することが可能です。

オンスクリーンメニューでの設定
方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソル (＊) を変更したい項目に移
動します。
また、MODEボタンを押しながらMENU-UP
ボタンまたは、MENU-DOWNボタンを押すと、
ページをUP/DOWNすることができます。

4

DATA＋ボタンまたは、DATA－ボタンを押し、
設定値を変更します。

設定値の変更中は、設定値が点滅します。

5

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

7

SETボタンを押し、設定値を確定します。

複数の項目を変更する場合は、4•5•6の操作を
繰り返し行います。
<ノート>
MODEボタンを押すことにより、設定値をキャ
ンセルすることができます。
設定値を確定せずに他の項目を変更する場合は、
MODEボタンを押し、その後4•5•6の操作を行
ってください。

6

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソル (＊) を変更したいメニュー
に移動します。

2

SETボタンを押し、各項目の設定を行います。
メニュー画面に戻るときは、MODEボタンを押
しながらSETボタンを押します。

3

メニュー設定モード時は、操作ボタンの“REW,
STOP, FF, PLAY, PAUSE/STILL, REC”は、
それぞれ“MODE, MENU-DOWN, MENU-UP,
DATA－, DATA＋, SET”として動作します。

SET–UP MENU MAIN
NO.00

＊ 00 SYSTEM
000 BASIC
100 OPERATION
200 INTERFACE
400 TAPE PROTECT
500 TIME CODE
600 VIDEO
700 AUDIO

END

工場出荷時の設定値への戻し方

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

2

SELECT MODE
＊ ESCAPE

LOAD
SAVE
PROTECT
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セットアップ (初期設定) 

SET–UP MENU <LOAD>
＊ NO

FACTORY (ALL)
FACTORY (NOT SYSTEM)
USER (ALL)
USER (NOT SYSTEM)

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをFACTORY (ALL)に移動
して、SETボタンを押します。
OカーソルをFACTORY (NOT SYSTEM)に移
動してこの操作を行った場合は、SYSTEMメ
ニュー以外が工場出荷時の設定値に戻ります。

OカーソルをNOに移動してこの操作を行った
場合は、工場出荷時の設定値に戻らずにメニ
ュー画面に戻ります。

4

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをUSER (ALL)に移動して、
SETボタンを押します。
OカーソルをUSER (NOT SYSTEM)に移動し
てこの操作を行った場合は、SYSTEMメニュ
ー以外の設定値が更新されます。

OカーソルをNOに移動してこの操作を行った
場合は、更新されないままメニュー画面に戻
ります。

5
LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

5

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

7

SET–UP MENU <SAVE>
＊ NO

USER (ALL)
USER (NOT SYSTEM)

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをSAVEの位置して、SET
ボタンを押します。
本機はSAVEモードになり、SAVE画面がビデ
オモニターに表示されます。

4

SAVE OK?
＊ NO

YES

SAVE を確認する画面が表示されるので、
MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをYESの位置して、SETボ
タンを押します。
設定値がメモリーされます。

6
ユーザーデフォルトの設定方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

「オンスクリーンメニューでの設定方法」2 ～ 6
の操作を行い希望の設定値に変更します。
(27ページ参照)

2

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

3

SELECT MODE
＊ ESCAPE

LOAD
SAVE
PROTECT

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをLOADの位置して、SET
ボタンを押します。
本機はLOADモードになり、LOAD画面がビデ
オモニターに表示されます。

3
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ユーザーデフォルトのロード方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

2

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをLOADの位置して、SET
ボタンを押します。
本機はLOADモードになり、LOAD画面がビデ
オモニターに表示されます。

3

SELECT MODE
＊ ESCAPE

LOAD
SAVE
PROTECT

SET–UP MENU <LOAD>
＊ NO

FACTORY (ALL)
FACTORY (NOT SYSTEM)
USER (ALL)
USER (NOT SYSTEM)

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをUSER (ALL)に移動して、
SETボタンを押します。
OカーソルをUSER (NOT SYSTEM)に移動し
てこの操作を行った場合は、SYSTEMメニュ
ー以外がメモリーされているユーザー設定値
で動作します。

OカーソルをNOに移動してこの操作を行った
場合は、メモリーされているユーザー設定値
に変更されないままメニュー画面に戻ります。

4

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

5

セットアップ (初期設定) 

メニュープロテクトの方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

本機をメニュープロテクトモードにすることにより、
フロントパネルのLOCAL/MENU/REMOTEスイッ
チをMENUの位置にしても、セットアップメニュー
を開かなくすることができます。

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

2

3

SELECT MODE
＊ ESCAPE

LOAD
SAVE
PROTECT

MENU PROTECT OK?
＊ NO

YES

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをYESの位置に移動して、
SETボタンを押します。
メニュー画面が表示されます。

4

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをPROTECTの位置して、
SETボタンを押します。
本機はメニュープロテクト設定モードになり、
メニュープロテクトを確認する画面がビデオモ
ニターに表示されます。
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セットアップ (初期設定) 

DIAGメニューの表示方法

EJECTボタンを押しながら、LOCAL/MENU/
REMOTEスイッチをMENUの位置にします。
本機はDIAG表示モードになり、ビデオモニタ
ーにHOURメーターが表示されます。

1

DIAG–MENU HOURS METER
H0 OPERATION 00000H
H1 DRUM RUN 00000H
H2 TAPE RUN 00000H
H3 THREADING 00000T

HOUR メーターが表示されている状態で、
MODEボタンを押しながらMENU-UPボタン
または、MENU-DOWNボタンを押します。
ソフトウェアのバージョンが、ビデオモニター
に表示されます。
フロントパネルのカウンター表示部には、フロ
ントマイコンのバージョンが表示されます。

2

再度MODEボタンを押しながらMENU-UPボ
タンまたは、MENU-DOWN ボタンをすと
HOURメーター表示に戻ります。

DIAG–MENU VERSION
<NTSC>
IF 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
AV-SYSCON 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
SBC 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
CYLINDER 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
REEL 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
END

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
通常のモードに戻ります。

3

本機には、「HOURメーター」と「ソフトウェアのバ
ージョン」をビデオモニターに表示させる機能があり
ます。

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをNOの位置に移動して、
SETボタンを押します。
メニュープロテクトが解除されます。

3

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
本機がメニュープロテクトモードに設定されま
す。
LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にすると、メニュー設定モードにならず、
ビデオモニターの画面に「MENU PROTECTED」
と表示されます。

<ノート>
メニュープロテクトモード設定中に、フロント
パネルの COUNTER ボタンを押しながら、
LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にすると、メニュー設定モードになり、
通常のメニュー設定ができます。
「オンスクリーンメニューでの設定方法」の2 ～
7を実施してください。(27ページ参照)

5

メニュープロテクトの解除方法

フロントパネルのCOUNTERボタンを押しなが
ら、LOCAL/MENU/REMOTE スイッチを
MENUの位置にします。
メニュー設定モードになり、ビデオモニターに
メニュー画面が表示されます。

1

2

MENU PROTECT OK?
＊ NO

YES

前記「メニュープロテクトの方法」の 2•3を実
施します。
メニュープロテクトを確認する画面がビデオモ
ニターに表示されます。
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セットアップメニュー

SYSTEMメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

05 VIDEO LEVEL 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

ビデオレベルを設定します。
最大可変量は、±3 dBです。

06 SET UP LEVEL 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

セットアップ量を設定します。
最大可変量は、10 IREです。

07 HUE 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

HUEを設定します。
最大可変量は、±25°です。

08 CHROMA LEVEL 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

クロマレベルを設定します。
最大可変量は、±3 dBです。

00 SYSTEM H 0000
：

0255

－128
：

127

水平位相を調整します。
最大可変量は、±1.5μsecです。

02 SC FINE 0000
：

0255

－128
：

127

サブキャリア位相の微調整をします。
最大可変量は、90°です。
SC COARSE調整と合わせ、360°をカバーします。

01 SC COARSE 0000
0001
0002
0003

0
90
180
270

サブキャリア位相の粗調整をします。
可変量は、90°毎の4ポジションです。

03 SCH COARSE 0000
0001
0002
0003

0
90
180
270

SCH (Sub Carrier to Horizontal) 位相の粗調整をします。
可変量は、90°毎の4ポジションです。

<ノート>
O項目No. 05, 06, 07, 08は、初期化操作で「ALL」を選択した場合のみに、初期化されます。
O項目No. 05, 06の設定を変更すると、VITC (Vertical Interval Time Code) やClosed Caption
(字幕) の出力レベルが変化します。

O の設定項目は、通常のメニューリセット操作で初期化されません。すでに調整された状態で
出荷されています。

04 SCH FINE 0000
：

0255

－128
：

127

SCH (Sub Carrier to Horizontal) 位相の微調整をします。
最大可変量は、90°です。
SCH COARSE調整と合わせ、360°をカバーします。
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セットアップメニュー

BASICメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<ノート>
項目「CHARA H-POS」および「CHARA V-POS」設定時、MODEボタンを押しながら、DATA＋ボ
タンまたはDATA－ボタンを押すと、一時的にカウンター表示となり、実際の状態を確認しながら設定
することができます。

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

000 SUPER
0000
0001

 OFF
ON

MONITOR OUT端子のスーパーの表示の有無を設定します。
0：スーパーを表示しません。
1：スーパーを表示します。

002 CHARA H-POS 0000
0001

：
0003

：
0007

0
1
：
  4
：
9

スーパーの水平方向文字位置を設定します。(10段階)

001 DISPLAY SEL
0000
0001
0002
0003

TIME
T&STA
T&R

T&S&R

MONITOR OUT端子のスーパーの表示内容を設定します。
0：時間のみ表示します。
1：時間と動作モードを表示します。
2：時間とテープ残量を表示します。
3：時間、動作モード、テープ残量を表示します。

003 CHARA V-POS 0000
0001

：
0003

：
0007

0
1
：
3
：
 22

スーパーの垂直方向文字位置を設定します。(23段階)

004 CHARA TYPE
0000
0001

WHITE
W/OUT

スーパーおよびメニューの表示文字タイプを選択します。
0：白文字で、背景は黒のベタ塗り。
1：白文字で、黒の縁取り。
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OPERATIONメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

100 LOCAL ENABLE
0000
0001

DIS
ST&EJ

REMOTE時、フロントパネルで操作可能なスイッチを選択します。
0：操作できない。
1：STOPスイッチ、EJECTスイッチのみ操作可能。

101 TAPE TIMER
0000
0001

 12H
24H

CTLカウンターの表示を選択します。
0：±12時間表示。
1：24時間表示。

102 S/F/R EE SEL
0000

0001

 EE

TAPE

STOP、FF、REW時のEE/VV出力を選択します。
0：E-E (Electric modulation to Electric play back) を出力
する。

1：V-V (VTR to VTR recording) を出力する。

103 WIDE MODE
0000
0001
0002

 AUTO
WIDE

NORMAL

WIDEモードを選択します。
0：自動検知。
1：強制的にWIDEとして扱う。
2：強制的にNORMALとして扱う。

104 TAPE IN MOD
0000
0001
0002
0003

 STOP
REW

PAUSE
PLAY

カセット投入時の動作を選択します。
0：STOP
1：REW
2：PLAY PAUSE
3：PLAY

105 TAPE END MOD
0000
0001
0002
0003

 STOP
REW

REW→EJ
EJECT

テープが終端に達したときの動作を選択します。
0：STOP
1：REW
2：REWし、巻き戻しが終了したらEJECTする。
3：EJECT

106 AUTO BACK
0000
0001

OFF
  ON

つなぎ撮りのため、オートバックさせるかを選択します。
0：オートバックしない。
1：オートバックする。

107 FORMAT SEL
0000
0001
0002

DVCPRO
DV

DVCAM

Lカセット使用時のフォーマットを選択します。
0：DVCPROモード。
1：DVモード。
2：DVCAMモード。

108 REC INHIBIT
0000
0001

 OFF
ON

VTRの記録禁止を選択します。
0：記録できる。
1：記録を禁止する。

109 CAP. LOCK
0000
0001

 2F
4F

キャプスタンロックモードを選択します。
0：2Fでロックする。
1：4Fでロックする。

110 FF. REW MAX
0000
0001

X32
X60

FF・REWの最高速度を設定します。
0：32倍速
1：60倍速

112 BGN PRESET BEGIN点を設定します。

113 END PRESET END点を設定します。

111 MEMORY MODE
0000
0001
0002
0003

  OFF
M-STOP
REPT1
CONT

メモリー動作を設定します。
0：メモリー動作を行わない。
1：FF/REWでBEGIN付近でSTOPする。
2：ENDに達するとBEGINまでREWしてSTOPする。
3：ENDに達するとBEGINまでREWし、PLAYすることを繰
り返す。
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INTERFACEメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

200 BAUD RATE 0000
0001
0002
0003
0004

1200
2400
4800
 9600
19200

RS-232Cの通信速度(BAUD RATE)を設定します。

201 DATA LENGTH 0000
0001

 8BIT
7BIT

RS-232Cのデータ長を設定します。

202 STOP BIT 0000
0001

 1BIT
2BIT

RS-232Cのストップビット長を設定します。

203 PARITY
0000
0001
0002

 NONE
ODD
EVEN

RS-232Cのパリティビットの有無、偶数、奇数を設定します。
0：パリティビットを使用しない。
1：パリティビットを奇数パリティで使用する。
2：パリティビットを偶数パリティで使用する。

204 ACK RETURN
0000
0001

OFF
 ON

RS-232Cの返信データを設定します。
0：ACKコードを返信しない。
1：ACKコードを返信する。

205 232C ID SEL
0000

0001

D250

D230

RS-232Cのデバイス IDを設定します。
0：AJ-D250の IDを返信する。

AJ-A250やパソコンにてコントロールする場合に設定して
ください。

1：AJ-D230の IDを返信する。
AG-A571にてコントロールする場合に設定してください。
AG-A571にてコントロールする場合、本機を再生側のVTR
として使用することができます。
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TAPE PROTECTメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<ノート>
民生用のDVフォーマットのテープでは、STILL TIMERを30S、1MIN、2MINに設定されている場合
でも、10秒でテープ保護モードになります。

セットアップメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

400 STILL TIMER 0000
0001
0002
0003
0004
0005

0.5s
5s
10s
30s
1min
 2min

STOP、PLAY PAUSE、STILLで放置された場合の、テープ保
護モードになるまでの時間を選択します。
(単位　S：秒、MIN：分)
OREC PAUSEで放置された場合、テープ保護モードになるまで
の時間設定は、2分に固定されています。

401 SRC PROTECT
0000

0001

 STEP

HALF

PAUSE状態で放置されたときのテープ保護動作を設定します。
0：STEP (STILL、PAUSE時はSTEP FWD、REC PAUSE
時はSTEP REV) 

1：HALF LOADING (STANDBY OFF) 

402 DRUM STDBY
0000
0001

OFF
 ON

STANDBY OFF時にドラムを停止するモードを設定します。
0：STANDBY OFF時にドラムを停止する。
1：ドラムが常時回転する。

403 STOP PROTECT
0000
0001

STEP
 HALF

STOP状態で放置されたときのテープ保護動作を設定します。
0：STEP
1：HALF LOADING
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TIME CODEメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

500 VITC POS-1 0000
0001

：
0006

：
0010

10L
11L
：

 16L
：

20L

VITC信号の挿入位置を設定します。
(VITC POS-2と同じラインは選択できない。)

501 VITC POS-2 0000
0001

：
0008

：
0010

10L
11L
：

 18L
：

20L

VITC信号の挿入位置を設定します。
(VITC POS-1と同じラインは選択できない。)

502 VITC BLANK
0000
0001

BLANK
 THRU

VITC信号を出力するかどうかを設定します。
0：出力しない。
1：出力する。

503 TCG REGEN

0000
0001
0002

TC&UB
TC
UB

TCG (タイムコードジェネレーター) がリジェネモード (項目No.
506) のときに、REGEN (リジェネ) する信号を選択します。
0：TC、UB共にREGENする。
1：TCのみREGENする。
2：UBのみREGENする。

504 BINARY GP
0000
0001

0002
0003
0004
0005
0006
0007

 000
001

010
011
100
101
110
111

TCGのUBの使用状態を設定します。
0：NOT SPECIFIED (キャラクタセットを使用しない。)
1：ISO CHARACTER (ISO646、ISO2022準拠8BITキャラ
クタセット)

2：UNASSIGNED-1 (未定義)
3：UNASSIGNED-2 (未定義)
4：UNASSIGNED-3 (未定義)
5：PAGE/LINE (SMPTE262MのPage/Line多重システム) 
6：UNASSIGNED-4 (未定義)
7：UNASSIGNED-5 (未定義)

505 DF MODE
0000
0001

 DF
NDF

CTLおよびTCGのDF/NDFを設定します。
0：ドロップフレームモードで使用する。
1：ノンドロップフレームモードで使用する。

506 TC MODE
0000
0001
0002
0003

P-REC
P-FREE
 I-REG
E-VITC

TCGのモードを設定します。
0：内部TCのPRESETをREC RUNで使用する。
1：内部TCのPRESETをFREE RUNで使用する。
2：内部TCをリジェネモードで使用する。
3：入力映像信号のVITCをリジェネモードで使用する。

507 TC PRESET TCGの値を設定します。

508 UB PRESET ユーザーズビットの値を設定します。

509 TCG CF FLAG
0000
0001

 OFF
ON

TCGのCFフラグをONするかどうかを設定します。
0：CFフラグOFF
1：CFフラグON
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VIDEOメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

600 VIDEO MODE
0000
0001

B/W
 COLOR

ビデオ信号の記録・再生を設定します。
0：白黒信号を用いる場合。
1：カラー信号を用いる場合。
O白黒信号を記録・再生する場合は、B/Wモードに設定してご使
用ください。
通常のカラー信号の場合は、COLORモードに設定してご使用
ください。

Oカラー信号をB/Wモードで記録すると、再生時は異常着色しま
す。

601 V-MUTE SEL

0000
0001

N-MUTE
LOW-RF

再生時、LOW-RFまたはサーボロックが外れた場合の処理を選択
します。
0：映像をミュートしない。
1：映像をミュートする。

602 CC (F1) BLANK

0000
0001

BLANK
 THRU

第1フィールドのクローズドキャプチャー信号のON/OFFを選択
します。
0：強制的にブランキングする。
1：ブランキングしない。

603 CC (F2) BLANK

0000
0001

BLANK
 THRU

第2フィールドのクローズドキャプチャー信号のON/OFFを選択
します。
0：強制的にブランキングする。
1：ブランキングしない。

604 FREEZE SEL

0000
0001

 FIELD
FRAME

PLAY PAUSE、コマ送り時における静止画面のフリーズモード
を選択します。
0：フィールドフリーズ
1：フレームフリーズ

605 IN FRM DET
0000
0001

FORCED
AUTO

入力信号のフレーム検出処理を選択します。
0：常にフレーム検出を行う。
1：ノンスタンダード信号のときのみ、フレーム検出を禁止する。

606 STD/NSTD SEL
0000
0001

 AUTO
NSTD

ビデオ信号処理を選択します。
0：自動的に入力に応じたモードにする。
1：強制ノンスタンダードモードにする。
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セットアップメニュー

AUDIOメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

700 AUDIO EDIT IN

0000
0001

 CUT
FADE

デジタルオーディオ編集時における、IN点でのつなぎ方を選択
します
0：カット処理をする。
1：フェード処理をする。

701 AUDIO EDIT OUT

0000
0001

 CUT
FADE

デジタルオーディオ編集時における、OUT点でのつなぎ方を選
択します
0：カット処理をする。
1：フェード処理をする。

702 PB FADE

0000
0001
0002

AUTO
CUT
FADE

再生時における、音声の編集点 (IN点、OUT点、つなぎ撮り点)
の処理選択します。
0：記録時の状態に従う。
1：強制的にカット処理をする。
2：強制的にフェード処理をする。

703 SEARCH CUE

0000
0001

OFF
 ON

SEARCHおよびFF/REW (VV)時、CUE AUDIOを出力するか
を選択します。
0：出力しない。
1：出力する。

704 DV PB ATT
0000
0001

 OFF
ON

DVフォーマット再生時のAUDIO出力レベルを選択します。
0：通常再生レベル。
1：DVフォーマット再生時のみ出力レベルを制御する。

705 CUE INSERT

0000
0001

OFF
 ON

オーディオインサート編集時に、入力音声のCH1/CH2のMIX信
号をCUE AUDIOに記録するかを選択します。
0：CUE AUDIOに記録しない。
1：CUE AUDIOに記録する。
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編　集

RS-232Cリモートコントローラを用いた編集

OUTPUT

INPUT

別売のRS-232Cリモートコントローラ (AJ-A250) を使用して、直接コントローラから再生
用と録画用の本機2台を制御することができ、アッセンブル編集やインサート編集などの作業
をより速く、より効率的にできます。

RS-232C端子へ

再生用VTR：AJ-D250

録画用VTR：AJ-D250

RS-232Cリモート
コントローラ
(AJ-A250)

RS-232C端子へ

AJ-A250の取扱説明書を注意して読んでください。

操作：
RS-232Cリモートコントローラを使用して、再生用VTRと録画用VTRの両方を制御します。

準備：
O図のように再生用VTRと録画用のVTRを、RS-232Cリモートコントローラに接続しま
す｡

O再生用VTRとの接続に合わせて、INPUT SELECTスイッチを設定します｡
S-VIDEO :S-VIDEO INとAUDIO INの端子に接続した場合
LINE :VIDEO INとAUDIO INの端子に接続した場合

OLOCAL/MENU/REMOTEスイッチをREMOTEの位置にします。

<ノート>
再生用VTRと録画用VTRのREF VIDEO入力に、ブラックバースト信号などの基準信号を入
力すると、プレビュー時における画像の乱れを改善することができます。

<ノート>
リモートコントローラとしてAG-A571を使用される場合は、セットアップメニュー項目N0.
205「232C ID SEL」で「D230」を選択してください。(34ページ参照)
再生用VTRとして、本機を使用することができます。
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音声編集機能

デジタルオーディオ編集時における、編集点でのつなぎ方の選択 (セットアップメニューNo.
700. 701) の情報をテープ上に記録し、再生時にその情報を感知して、編集点を自動的に処
理します。
ただし、再生フェード選択 (セットアップメニューNo. 702) がAUTOの場合に限ります。

<ノート>
O再生フェード選択 (セットアップメニューNo. 702) にて“CUT”を選択している場合、編
集点でのつなぎ目は、全てカット処理されます。

O再生フェード選択 (セットアップメニューNo. 702) にて“FADE”を選択している場合、
編集点でのつなぎ目は、全てVフェード処理されます。

Oインサート編集時に、インサート処理をする音声が、片方のチャンネルのみが選択されてい
る場合、選択されていないチャンネルの音声は、ミュート処理されます。

カット処理

Vフェード処理

編集点でのつなぎ方 (セットアップメニューNo. 700. 701) で“CUT”を選択した場合

編集点でのつなぎ目でノイズが出ることがあります。

編集点でのつなぎ方 (セットアップメニューNo. 700. 701) で“FADE”を選択した場合

瞬間的にVフェード処理をし、ノイズを消します。
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First Edit機能 (編集用テープの作成)

編集用のテープには、あらかじめCTL (コントロール) 信号を記録しておく必要があります。
アッセンブル編集を行う場合とインサート編集を行う場合とでは、CTL信号の記録方法が異な
ります。

CTL信号が記録されていないテープにインサート編集を行うと、サーボロックエラー「E-00」
がテープカウンターに表示されます。
インサート編集を行うときは、必ずCTL信号をあらかじめ記録しておいてください。

<ノート>
First Editを行う場合、別売のRS-232Cリモートコントローラ (AJ-A250) を接続すること
で可能になりますが、パソコンからのRS-232C (EFEコマンド) による制御も可能です。
(54ページ参照)

アッセンブル編集を行う場合のFirst Edit
アッセンブル編集を行うテープの場合、記録を開始する最初の部分にCTL信号を記録しておき
ます。

－23秒位置 0秒位置

3秒

テープ走行

CTL信号記録

CTL信号記録開始位置

インサート編集を行う場合のFirst Edit
インサート編集を行うテープの場合、記録を開始する最初から最後までCTL信号を記録してお
きます。
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1. ハードウェア仕様

(1) インターフェイス仕様

コネクター： D-SUB 25ピン
DCE仕様 (ストレートケーブル対応)

ピン番号 信号 内　　容

1 FG Frame GND

2 SD (TXD) Transmitted Data

3 RD (RXD) Received Data

4 RS (RTS) Request to Send

5 CD (CTS) Clear to Send

6 DR (DSR) Data Set Ready

7 SG Signal GND

20 ER (DTR) Data Terminal Ready

結線例

(2) 通信条件について

本機の通信条件は下記のとおりになっています。通信
条件を変更する場合は、メニューにて変更してくださ
い。
Baud Rate : 9600 bps
Bit Length : 8 bit
Stop Bit : 1 bit
Parity : NONE

フレーム FG

3 SD (TXD)

2 RD (RXD)

7 RS (RTS)

8 CD (CTS)

6 DR (DSR)

5 SG

4 ER (DTR)

パソコン側

1 FG

2 SD (TXD)

3 RD (RXD)

4 RS (RTS)

5 CD (CTS)

6 DR (DSR)

7 SG

20 ER (DTR)

VTR側

RS-232C

RS-232Cインターフェイスを使用することにより、
以下の機能が制御可能になります。

$ 基本動作
EJECT INSERT
STOP SEARCH PAUSE
PLAY SEARCH SPEED UP
REC/PLAY SEARCH SPEED DOWN
FF FORWARD/ADVANCE
REW REVERSE/ADVANCE
PAUSE REVERSE/PLAY
COUNTER RESET ダイレクトサーチ

$ ステータスの確認
現在のVTRモードを確認することができます。

$ 簡易編集機能
ビデオ・オーディオ・オーディオ/ビデオの、各種
インサート編集を行うことができます。

$ サーチ機能
指定フレーム位置の検索が可能です。
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2. ソフトウェア仕様

(1) 外部インターフェイス仕様

通信方式 調歩同期式・全二重

通信速度 1200/2400/4800/9600/19200

ビット長 8 bit/7 bit

ストップビット 1 bit/2 bit

パリティ NONE/ODD/EVEN

<ノート>
O工場出荷時の設定は、 9600 bps、 8 bit、
1STOP bit、NONE PARITYとなっています。

O本機の受信バッファは127バイトです。

(2) 送信フォーマット (パソコン → VTR)

$ データフォーマット

[STX] [discrimination] [:] [data] [ETX]
02H XX XX XX 3AH XX.....XX 03H

20H<XX<7FH (XX=16進キャラクターコード)

Odiscrimination：コマンド識別子 (3バイト) です。
O : ：コマンドとデータの区切りを意味

するコードです。
Odata ：必要に応じてデータコードを追加

します。

1. 送信コマンドは、必ずSTX (キャラクターコード
02H) で始まります。
次に続くdiscriminationがコマンドの識別です。
必要に応じて：(コロン) の後にdataをつけ加え
ます。最後は、ETX (キャラクターコード 03H)
で終了します。

2. ETX を送信する前に STX を再度送信すると、
VTR側の内部受信バッファはクリア (今まで受信
したデータは破棄) され、再受信したSTXを先頭
にして新たにデータ処理をします。

RS-232C
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RS-232C

2) 間違ったデータであったり、VTR異常時は、受
け取れない理由を示す内容を以下のフォーマッ
トで返してきます。

[STX] E R 0 0 □ [ETX]
02H 45H 52H 30H 30H XX 03H

O□の内容
1 (31H)：対応していないコマンド、またはコ

マンド実行エラー
2 (32H)：データのコードが違うパラメーター

エラー
3 (33H)：受信バッファオーバーフローエラー

[STX] E R 1 0 □ [ETX]
02H 45H 52H 31H 30H XX 03H

O□の内容
2 (32H)：フロントローディングエラー
3 (33H)：ローディングエラー
4 (34H)：ドラム・キャプスタン系エラー
5 (35H)：リール系エラー
6 (36H)：テンション系エラー
7 (37H)：ファンモーターエラー
8 (38H)：DEWエラー

[STX] E R 1 2 □ [ETX]
02H 45H 52H 31H 32H XX 03H

O□の内容
0 (30H)：サーチエラー (始終端)
1 (31H)：サーチエラー (フロントパネル操作

による中断)
2 (32H)：サーチエラー (目標位置なし)
3 (33H)：サーチエラー (コマンドによる中断)

[STX] E R 1 F F [ETX]
02H 45H 52H 31H 46H 46H 03H
システム (サーボ通信) エラー

(3) 受信フォーマット (VTR → パソコン)

1個の送信コマンドに対してVTRは、下記のフォー
マットデータを応答してきます。

1. 最初にVTRは、パソコンからのコマンドが正しく
受信されたかどうかのデータを返信します。

1) 通 信 が 正 常 な 場 合 V T R は 、 A C K
(Acknowledge) データを返信してきます。

[ACK]
06H

2) 通 信に異常がある場合、 V T R は N A K
(Negative Acknowledgeキャラクターコード
15H) で始まるデータを返信してきます。
VTRが、データを送信中の場合は、データ送信
後にNAKを返信してきます。
このときVTRは、エラーがあった受信データ
を全て破棄しています。

[NAK] □
15H (XX)

O□の内容
1 (31H)：Parity Error
3 (33H)：Framing Error
4 (34H)：Over Run Error

2. 次に、通信が正常なとき[ACK]を返信した後、
VTRの動作により次のフォーマットでデータを返
信します。

1) パソコンからのコマンドが、正しくVTRで受
信された場合の応答データ (返信データ) フォー
マットは、次のとおりです。

[STX] [data] [ETX]
02H XX.....XX 03H

example:
送信コマンド 返信データ＝受信データ
[STX] QOP [ETX] → [ACK] [STX] OEJ [ETX]
[STX] QCD [ETX] → [ACK] [STX] CD □□□□□□□□□□ [ETX]

<ノート>
パソコンなどを使用してVTRを制御する場合、十
分動作を確認してご使用ください。
VTRのステータス情報を確認しながら、制御するこ
とをお薦めします。
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(4) コマンドリスト
■ COMMAND一覧表

下の表はパソコン側から見た各モードに対する送信コマンド、動作の一覧表です。
なお、[STX]は16進コード02H

[ETX]は16進コード03H
：は16進コード3AH
discrimination部とdata部はその記号に対応するASCIIコードを意味します。

Oオーディオ (Audio) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] AOC:m [ETX] [STX] AOC [ETX] オーディオ信号出力のチャンネル設定

Oカウンター (Counter) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] CCP:data [ETX] [STX] CCP [ETX] CTLカウンターデータのプリセット (CLPと同様)

[STX] CDF [ETX] [STX] CDF [ETX] ドロップフレームモードの設定無効

[STX] CDN [ETX] [STX] CDN [ETX] ドロップフレームモードの設定有効

[STX] CHM:m [ETX] [STX] CHM [ETX] CTL表示の12時間/24時間モードの設定

[STX] CLP:data [ETX] [STX] CLP [ETX] CTLカウンターデータのプリセット (CCPと同様)

[STX] CRN:m [ETX] [STX] CRN [ETX] TCGがリジェネモードのときに、リジェネする信号を設定

[STX] CRR [ETX] [STX] CRR [ETX] TCGのREC RUNモード使用

[STX] CRT [ETX] [STX] CRT [ETX] CTLカウンターデータのリセット

[STX] CTC [ETX] [STX] CTC [ETX] カウンター値にタイムコードデータを使用するモード

[STX] CTF [ETX] [STX] CTF [ETX] TCGのFREE RUNモード使用

[STX] CTL [ETX] [STX] CTL [ETX] カウンター値にCTLデータを使用するモード

[STX] CTM:m [ETX] [STX] CTM [ETX] TCGの使用モード設定

[STX] CTP [ETX] [STX] CTP [ETX] TCGのプリセットモード使用

[STX] CTR [ETX] [STX] CTR [ETX] TCGのリジェネモード使用

[STX] CTS:data [ETX] [STX] CTS [ETX] TCGデータのプリセット

[STX] CUS:data [ETX] [STX] CUS [ETX] ユーザーズビットデータのプリセット

[STX] CVP:data [ETX] [STX] CVP [ETX] 外部VITC挿入ラインの指定
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O表示 (Display) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] DFC:m [ETX] [STX] DFC [ETX] カウンターディスプレイの表示モード設定

O入出力 (Input/Output) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] IEV:data [ETX] [STX] IEV [ETX]
E-E出力とV-V出力の切り替え
E-E: (Electric modulation to Electric play back)
V-V: (VTR to VTR recording)

O編集 (Edit) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] EAB:m [ETX] [STX] EAB [ETX] オートバック記録の設定

[STX] EAD:m [ETX] [STX] EAD [ETX] AUDIO INSERT PAUSE

[STX] EIN [ETX] [STX] EIN [ETX] VIDEO INSERT PAUSE

[STX] EFE:data [ETX] [STX] EFE [ETX] FIRST EDIT

Oメディア (Media) 操作制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] HRE:m [ETX] [STX] HRE [ETX] テープエンドのVTR動作モード設定 (記録時)

[STX] HTE:m [ETX] [STX] HTE [ETX] テープエンドのVTR動作モード設定 (記録時以外)

[STX] HTI:m [ETX] [STX] HTI [ETX] テープインのVTR動作モード設定
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O動作 (Operation) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] OAF [ETX] [STX] OAF [ETX] Forward方向へコマ送り

[STX] OAR [ETX] [STX] OAR [ETX] Reverse方向へコマ送り

[STX] OBF [ETX] [STX] OBF [ETX] STANDBY OFF

[STX] OBN [ETX] [STX] OBN [ETX] STANDBY ON

[STX] OEJ [ETX] [STX] OEJ [ETX] EJECT

[STX] OFF [ETX] [STX] OFF [ETX] FAST FORWARD

[STX] OPA [ETX] [STX] OPA [ETX] PAUSE

[STX] OPL [ETX] [STX] OPL [ETX] PLAY

[STX] OPR [ETX] [STX] OPR [ETX] REVERSE PLAY

[STX] OPT:data [ETX] [STX] OPT [ETX] 指定位置までの再生 (SPTと同様)

[STX] ORC [ETX] [STX] ORC [ETX] RECORD

[STX] ORP [ETX] [STX] ORP [ETX] RECORD PAUSE

[STX] ORW [ETX] [STX] ORW [ETX] REWIND

[STX] OSD [ETX] [STX] OSD [ETX] SHUTTLE SPEED DOWN

[STX] OSF:n [ETX] [STX] OSF [ETX] SHUTTLE FORWARD

[STX] OSL [ETX] [STX] OSL [ETX] スロー再生開始

[STX] OSP [ETX] [STX] OSP [ETX] STOP

[STX] OSR:n [ETX] [STX] OSR [ETX] SHUTTLE REVERSE

[STX] OSU [ETX] [STX] OSU [ETX] SHUTTLE SPEED UP

[STX] OTE:m [ETX] [STX] OTE [ETX] E-E出力とV-V出力を選択
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O問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QAL [ETX] [STX] ALV0 [ETX] アドレスレベルの問い合わせ

[STX] QAO [ETX] [STX] AOm [ETX] オーディオ出力チャンネルの問い合わせ

[STX] QCA [ETX] [STX] CUPdata [ETX] TCGへプリセットしたユ－ザーズビットデータの問い合わ
せ

[STX] QCB [ETX] [STX] CUSdata [ETX] TCGのユ－ザーズビットデータの問い合わせ

[STX] QCC [ETX] [STX] CCPdata [ETX] カウンターデータの問い合わせ (QCDと同様)

[STX] QCD [ETX] [STX] CDdata [ETX] カウンターデータの問い合わせ (QCCと同様)

[STX] QCE [ETX] [STX] CTEdata [ETX] TCGプリセットデータの問い合わせ

[STX] QCF [ETX] [STX] CDm [ETX] ドロップフレームモードの問い合わせ

[STX] QCM [ETX] [STX] CHMm [ETX] CTL表示の12時間/24時間モードの問い合わせ

[STX] QCP [ETX] [STX] CVPdata [ETX] VITC挿入ラインの問い合わせ

[STX] QCR [ETX] [STX] CRNm [ETX] TCGがリジェネモードのときに、リジェネする信号の問い
合わせ

[STX] QCS [ETX] [STX] CTSdata [ETX] TCGデータの問い合わせ

[STX] QCT [ETX] [STX] CTdata [ETX] TCGモードの問い合わせ

[STX] QCU [ETX] [STX] CURdata [ETX] TCRのユ－ザーズビットデータの問い合わせ

[STX] QCW [ETX] [STX] CTMm [ETX] TCGモードの問い合わせ

[STX] QCZ [ETX] [STX] CTZm [ETX] TCRの読み込み状態の問い合わせ

[STX] QDF [ETX] [STX] DFCm [ETX] カウンターディスプレイ表示モードの問い合わせ

[STX] QEB [ETX] [STX] EABm [ETX] オートバック記録の問い合わせ

[STX] QHC [ETX] [STX] HCMdata [ETX] カセットテープ情報の問い合わせ

[STX] QHE [ETX] [STX] HTEm [ETX] テープエンドのVTR動作モード設定 (記録時以外)

[STX] QHI [ETX] [STX] HTIm [ETX] テープインモードの問い合わせ

[STX] QHR:m [ETX] [STX] HTRdata [ETX] テープ残量の問い合わせ

[STX] QHT [ETX] [STX] HREm [ETX] テープエンドのVTR動作モード設定 (記録時)

[STX] QIC [ETX] [STX] 1 [ETX] 製品分野別コードの問い合わせ

[STX] QID [ETX] [STX] data [ETX] 機器の IDコード問い合わせ

[STX] QIE [ETX] [STX] IEVdata [ETX] E-E出力とV-V出力の問い合わせ
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O問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QLH:m [ETX] [STX] LHRdata [ETX] アワーメーターの問い合わせ

[STX] QOT [ETX] [STX] OTEm [ETX] E-E出力とV-V出力の問い合わせ

[STX] QOP [ETX] [STX] data [ETX] VTR動作モードの問い合わせ

[STX] QOD:d1d2 [ETX] [STX] OASdata [ETX] 各種動作モードの問い合わせ

[STX] QOS [ETX] [STX] OPSdata [ETX] 各種動作モードの問い合わせ

[STX] QRA [ETX] [STX] RAm [ETX] ACK (Acknowledge) コード応答設定の問い合わせ

[STX] QRS [ETX] [STX] RSEm [ETX] サーチエンドモードの問い合わせ

[STX] QRV:m [ETX] [STX] VERdata [ETX] ソフトウェアのバージョン問い合わせ

[STX] QSM [ETX] [STX] SMMm [ETX] メモリーモードの問い合わせ

[STX] QSY [ETX] [STX] SMILPdata [ETX] メモリーインデータの問い合わせ

[STX] QSP:m [ETX] [STX] SMPdata [ETX] リピート位置の問い合わせ

[STX] QTT [ETX] [STX] TSTdata [ETX] スタンバイオフタイマー設定の問い合わせ

[STX] QVI [ETX] [STX] VIm [ETX] INPUT SELECTスイッチのポジション問い合わせ

[STX] QVM [ETX] [STX] VMDm [ETX] ビデオモード設定の問い合わせ

O通信 (Communication) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] RAN [ETX] [STX] RAN [ETX] ACK (Acknowledge) コード返信機能有効

[STX] RAF [ETX] [STX] RAF [ETX] ACK (Acknowledge) コード返信機能無効

[STX] RCK [ETX] [STX] RCK [ETX] 通信ラインのチェック

[STX] RSE:m [ETX] [STX] RSE [ETX] サーチエンドモードの設定
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O検索 (Search) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] SCP:data [ETX] [STX] SCP [ETX] カウンター値のサーチと再生

Oタイマー (Timer) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] TST:data [ETX] [STX] TST [ETX] スタンバイオフタイマーの設定

[STX] SCS:data [ETX] [STX] SCS [ETX] カウンター値のサーチとSTILL (SRSと同様)

[STX] SMI:data [ETX] [STX] SMI [ETX] メモリーサーチデータの設定

[STX] SMM:m [ETX] [STX] SMM [ETX] メモリーモードの設定

[STX] SMP:data [ETX] [STX] SMP [ETX] リピート位置の指定

[STX] SMS [ETX] [STX] SMS [ETX] メモリーデータサーチ

[STX] SPT:data [ETX] [STX] SPT [ETX] 指定位置までの再生 (OPTと同様)

[STX] SRS:data [ETX] [STX] SRS [ETX] カウンターデータサーチとSTILL (SCSと同様)

[STX] SUB:data [ETX] [STX] SUB [ETX] ユーザーズビットサーチ



51

RS-232C

$オーディオ (Audio) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] AOC:m [ETX]

パラメータ
m = 1: CH1

2: CH2

3: CH3

4: CH4

5: CH1 & CH2

6: CH3 & CH4

7: CH1+3 & CH2+4

[STX] AOC [ETX] オーディオ信号出力のチャンネルを設定します。
CH3とCH4は、DVフォーマットテープに4チャンネル
記録されている場合に、再生出力が可能です。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

$カウンター (Counter) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] CCP:data [ETX]

パラメータdata = ghmmssff

g = ブランク: プラス時
– 符号: マイナス時

h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] CCP [ETX] CTLカウンターに指定のカウンター値をプリセットしま
す。
ドロップフレームモードのときに、ノンドロップフレーム
のプリセット値が設定された場合、下記の補正を行います。
00:01:00:00→00:00:59:28
00:01:00:01→00:00:59:29

<ノート>
検索制御コマンドの処理中とEJECT中は、受け付けませ
ん。

[STX] CDF [ETX] [STX] CDF [ETX] ドロップフレームモードの設定を無効にします。
CTLとタイムコードをノンドロップフレームモードにしま
す。
ただし、タイムコードは、記録時のときにノンドロップフ
レームが有効になります。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

[STX] CDN [ETX] [STX] CDN [ETX] ドロップフレームモードの設定を有効にします。
CTLとタイムコードをドロップフレームモードにします。
ただし、タイムコードは、記録時のときにドロップフレー
ムが有効になります。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

[STX] CHM:m [ETX]

パラメータ
m = 1: 12時間モード

2: 24時間モード

[STX] CHM [ETX] CTL表示を12時間モードと24時間モードに設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。
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$カウンター (Counter) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] CRN:m [ETX]

パラメータ
m = 0: TC & UB

1: TC

2: UB

[STX] CRN [ETX] TCG (タイムコードジェネレーター) がリジェネモードの
ときに、REGEN (リジェネ) する信号を設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] CTM:m [ETX]

パラメータ
m = 0: REC RUNモード

1: FREE RUNモード
2: リジェネモード
3: 外部VITCモード

[STX] CTM [ETX] TCGの使用するモードを設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

[STX] CRR [ETX] [STX] CRR [ETX] TCGをREC RUNモードで使用します。
TCGは、記録時にカウントアップします。
初期値は、CTSコマンドで設定できます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

[STX] CRT [ETX] [STX] CRT [ETX] CTLカウンターデータをリセットします。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] CTC [ETX] [STX] CTC [ETX] カウンターディスプレイの表示モードと検索するときの基
準データを、タイムコードデータで使用します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] CTL [ETX] [STX] CTL [ETX] カウンターディスプレイの表示モードと検索するときの基
準データを、CTLデータで使用します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] CTF [ETX] [STX] CTF [ETX] TCGをFREE RUNモードで使用します。
TCGは、モードに関係なく常にカウントアップし続けます。
初期値は、CTSコマンドで設定できます。
TCGは、設定終了後と再度VTRの電源をONしたときに、
カウントアップを開始します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

[STX] CLP:data [ETX]

パラメータdata = ghmmssff

g = ブランク: プラス時
– 符号: マイナス時

h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] CLP [ETX] CTLカウンターに指定のカウンター値をプリセットしま
す。
ドロップフレームモードのときに、ノンドロップフレーム
のプリセット値が設定された場合、下記の補正を行います。
00:01:00:00→00:00:59:28
00:01:00:01→00:00:59:29

<ノート>
検索制御コマンドの処理中とEJECT中は、受け付けませ
ん。
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[STX] CTP [ETX] [STX] CTP [ETX] TCGをプリセットモードで使用します。
TCGは、設定終了後REC RUNモードで、カウントアッ
プを開始します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

[STX] CTR [ETX] [STX] CTR [ETX] TCGをリジェネモードで使用します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

RS-232C

$カウンター (Counter) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] CTS:data [ETX]

パラメータdata = hhmmssff

hh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] CTS [ETX] TCGのデータをプリセットします。
ドロップフレームモードのときに、ノンドロップフレーム
のプリセット値が設定された場合、下記の補正を行います。
00:01:00:00→00:00:59:28
00:01:00:01→00:00:59:29

TCGがリジェネモードや外部VITCモードで使用されてい
るときは、VTRからエラーコードER001が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] CUS:data [ETX]

パラメータ
data = U7U6U5U4U7U3U2U1U0

書き込むユーザーズビットデータ
をASCIIコードで設定します。
UB data: Binary 4BITa8

↓
ASCII code: 0～9, A～F

[STX] CUS [ETX] TCGへユーザーズビットのデータをプリセットします。
TCGがリジェネモードや外部VITCモードで使用されてい
るときは、VTRからエラーコードER001が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] CVP:data [ETX]

パラメータdata = ppqq

pp = 10～20: 挿入ライン1
qq = 10～20: 挿入ライン2
pp ≠ qq (ppとqqには同じ値が指定
できません)

[STX] CVP [ETX] 外部VITCを挿入する2つのラインを指定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や記録中、INSERTモードのと
きは、受け付けません。

$表示 (Display) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] DFC:m [ETX]

パラメータ
m = C: CTLモード

T: TCモード
U: UBモード
R: REMAINモード

[STX] DFC [ETX] カウンターディスプレイの表示モードと、検索するときの
基準データを設定します。
CTLデータ基準
：CTLモード

TCデータ基準
：TCモード、UBモード、REMAINモード

<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。
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$編集 (Edit) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] EAB:m [ETX]

パラメータ
m = N: AUTO BACK ON

F: AUTO BACK OFF

[STX] EAB [ETX] つなぎ撮りのための、オートバック記録させるかを設定し
ます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中やオートバック中は、受け付け
ません。

[STX] EAD:m [ETX]

パラメータ
m = 0: CH1 & CH2

1: CH1

2: CH2

パラメータなし: CH1 & CH2

[STX] EAD [ETX] VTRをAUDIO INSERT PAUSEモードにします。
VTRが VIDEO INSERT PAUSEモ ー ド の と き は 、
AUDIO VIDEO INSERT PAUSEモードになります。
VTRがREC INHIBITのときは、VTRからエラーコード
ER001が返信され、STOPモードになります。
<ノート>
VTRがPLAY PAUSEモードとSTILLモードのときに、
受け付け可能です。

[STX] EFE:data [ETX]

パラメータdata = wghmmssff

w = M: 26秒間の記録モード
E: テープ終端までの記録モー
ド

ghmmssff = 編集する際の基準点
(記録開始点)

OCTLデータを基準とする場合
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とする場合
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] EFE [ETX] First Edit (編集用テープを作成するための記録) を行いま
す。
パラメータで指定された位置を編集時の基準点として編集
を行うため、基準点の23秒前の値でTCまたはCTLのプ
リセットを行い、26秒間またはテープ終端までブラック
バーストの映像信号と、無音の音声信号を記録します。
動作中に OSP (STOP) コマンドが指示された場合は、
VTRからエラーコードER123が返信されSTOPモード
になります。
VTRのフロントパネルの操作により、VTRの動作モード
が変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返
信されSTOPモードになります。
動作中にテープの終端位置になった場合は、VTRからエラ
ーコードER120が返信されSTOPモードになります。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE

[STX] EIN [ETX] [STX] EIN [ETX] VTRをVIDEO INSERT PAUSEモードにします。
VTRが AUDIO INSERT PAUSEモ ー ド の と き は 、
AUDIO VIDEO INSERT PAUSEモードになります。
VTRがREC INHIBITのときは、VTRからエラーコード
ER001が返信され、STOPモードになります。
<ノート>
VTRがPLAY PAUSEモードとSTILLモードのときに、
受け付け可能です。

<ノート>
インサート編集やアッセンブル編集を行うときは、下記のメニュー内容を変更してください。
メニュー内容が変更されていない場合は、正しく編集操作が行えない場合があります。

メニュー項目 設定値 設定コマンド

AUTO BACK ON EAB:N

TC MODE I-REG CTM:2

TCG REGEN TC & UB CRN:0

MEMORY MODE OFF SMM:F

STILL TIMER 2 min TST:0200
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$メディア (Media) 操作制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] HRE:m [ETX]

パラメータ
m = S: STOP

R: REWIND

E: EJECT

M: REWIND and EJECT

[STX] HRE [ETX] 記録中に、テープ終端位置になったときのVTR動作モー
ドを設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] HTE:m [ETX]

パラメータ
m = S: STOP

R: REWIND

E: EJECT

M: REWIND and EJECT

[STX] HTE [ETX] 再生中に、テープ終端位置になったときのVTR動作モー
ドを設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] HTI:m [ETX]

パラメータ
m = S: STOP

W: REWIND

P: PLAY

M: PLAY PAUSE

[STX] HTI [ETX] テープ挿入時のVTR動作モードを設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

$入出力 (Input/Output) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] IEV:data [ETX]

パラメータdata = m1m2

m1 = 0～F: BIT7～BIT4のデー
タの指定

m2 = 0～F: BIT3～BIT0のデー
タの指定

[STX] IEV [ETX] 強制的に E-E (Electric modulation to Electric play
back) 出力への切り替えを行います。
画像の出力状態がV-V (VTR to VTR recording) 出力の
場合、強制的にE-E出力に切り替えます。
IEV:00により、強制E-E出力が解除され、通常の状態に
戻ります。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

パラメータ m1 (16進表示) m2 (16進表示)

対応BIT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3

切り替えデータ 0 0 0 0 AUDIO CH1

BIT2

AUDIO CH2

BIT1

VIDEO

BIT0

TC
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$動作 (Operation) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] OAF [ETX] [STX] OAF [ETX] テープをForward方向へコマ送りします。

[STX] OAR [ETX] [STX] OAR [ETX] テープをReverse方向へコマ送りします。

[STX] OFF [ETX] [STX] OFF [ETX] テープを早送りします。

[STX] OPA [ETX] [STX] OPA [ETX] VTRを一時停止モード (REC PAUSE、PLAY PAUSE)
または、一時停止解除モード (REC、PLAY) にします。

[STX] ORC [ETX] [STX] ORC [ETX] VTRを記録モードにします。
VTRがREC INHIBITのときは、VTRからエラーコード
ER001が返信され、STOPモードになります。

[STX] ORP [ETX] [STX] ORP [ETX] VTRを記録一時停止モードにします。
VTRがREC INHIBITのときは、VTRからエラーコード
ER001が返信され、STOPモードになります。

[STX] ORW [ETX] [STX] ORW [ETX] テープを巻き戻します。

[STX] OPL [ETX] [STX] OPL [ETX] テープを再生します。

[STX] OPR [ETX] [STX] OPR [ETX] テープReverse方向へ再生 (SHUTTLEの－1倍速) しま
す。

[STX] OPT:data [ETX]

パラメータdata = wghmmssff

OCTLデータを基準とする場合
w = L : CTLデータ基準
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とする場合
w = S: TCデータ基準
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] OPT [ETX] パラメータで指定された位置まで再生します。
再生終了後は、VTRがSTILLモードになります。
指定された位置が、現在の位置よりも以前の場合は、再生
せずにSTILLモードになります。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE

[STX] OEJ [ETX] [STX] OEJ [ETX] カセットテープをEJECTします。

[STX] OBF [ETX] [STX] OBF [ETX] VTRをSTANDBY OFFモードにします。
<ノート>
VTRがSTOPモードやPLAYモード、STILLモードのと
きに受け付け可能です。

[STX] OBN [ETX] [STX] OBN [ETX] VTRをSTANDBY ON (STOP) モードにします。
<ノート>
VTRがSTANDBY OFFモードのときに受け付け可能で
す。

<ノート>
動作制御コマンドの受け付け条件は、RS-232Cモード遷移表を参照してください。(75、76ページ)
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$動作 (Operation) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] OSD [ETX] [STX] OSD [ETX] テープの再生スピードを制御します。
OSLコマンドで VTRを STILL PUASEモードにし、
OSDコマンドを送信してください。OSDコマンドを送信
する毎に、再生スピードが下記の矢印方向にシフトしてい
きます。
再生スピードが最低速度の場合は、それ以上シフトせずに、
VTRからエラーコードER001が返信されます。

DVフォーマットテープの場合
+32.0 . +16.0 . +9.5 . +3.1 . +1.85 . +1 . +0.5 . +0.3 .
+0.1 +0.03 . STILL . –0.03 . –0.1 . –0.3 . –0.5 . –1 .
–1.85 . –3.1 . –9.5 . –16.0 . –32.0

DVCPROフォーマットテープの場合
+32.0 . +16.0 . +9.5 . +4.1 . +1.85 . +1 . +0.43 . +0.3 .
+0.1 +0.03 . STILL . –0.03 . –0.1 . –0.3 . –0.43 . –1 .
–1.85 . –4.1 . –9.5 . –16.0 . –32.0

[STX] OSL [ETX] [STX] OSL [ETX] VTRをSTILL PUASEモードにします。
OSLコマンドでVTRをSTILL PUASEモードにした後
に、OSDコマンドやOSUコマンドが受け付けられます。

[STX] OSP [ETX] [STX] OSP [ETX] VTRをSTOPモードにします。
VTRがSTANDBY OFFのときは、STANDBY ONにし
ます。

[STX] OSF:n [ETX]

パラメータ
ODVCPROフォーマットテープの
場合

ODVフォーマットテープの場合

n = 0: STILL
1: a0.03
2: a0.1
3: a0.3
4: a0.5
5: a1

6: a1.85
7: a3.1
8: a9.5
9: a16.0
A: a32.0

n = 0: STILL
1: a0.03
2: a0.1
3: a0.3
4: a0.43
5: a1

6: a1.85
7: a4.1
8: a9.5
9: a16.0
A: a32.0

[STX] OSF [ETX] Forward方向のテープ再生スピードを設定します。

<ノート>
動作制御コマンドの受け付け条件は、RS-232Cモード遷移表を参照してください。(75、76ページ)
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$動作 (Operation) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] OSU [ETX] [STX] OSU [ETX] テープの再生スピードを制御します。
OSLコマンドで VTRを STILL PUASEモードにし、
OSUコマンドを送信してください。OSUコマンドを送信
する毎に、再生スピードが下記の矢印方向にシフトしてい
きます。
再生スピードが最高速度の場合は、それ以上シフトせずに、
VTRからエラーコードER001が返信されます。

DVフォーマットテープの場合
–32.0 . –16.0 . –9.5 . –3.1 . –1.85 . –1 . –0.5 . –0.3 .
–0.1 –0.03 . STILL . +0.03 . +0.1 . +0.3 . +0.5 . +1 .
+1.85 . +3.1 . +9.5 . +16.0 . +32.0

DVCPROフォーマットテープの場合
–32.0 . –16.0 . –9.5 . –4.1 . –1.85 . –1 . –0.43 . –0.3 .
–0.1 –0.03 . STILL . +0.03 . +0.1 . +0.3 . +0.43 . +1 .
+1.85 . +4.1 . +9.5 . +16.0 . +32.0

[STX] OTE:m [ETX]

パラメータ
m = E:

E-E (Electric modulation to
Electric play back)

m = T:
V-V (VTR to VTR recording)

[STX] OTE [ETX] VTRがSTOPモードやFFモード、REWモード時にE-E
出力にするか、V-V出力にするかを選択をします。

[STX] OSR:n [ETX]

パラメータ
ODVCPROフォーマットテープの
場合

ODVフォーマットテープの場合

n = 0: STILL
1: a0.03
2: a0.1
3: a0.3
4: a0.5
5: a1

6: a1.85
7: a3.1
8: a9.5
9: a16.0
A: a32.0

n = 0: STILL
1: a0.03
2: a0.1
3: a0.3
4: a0.43
5: a1

6: a1.85
7: a4.1
8: a9.5
9: a16.0
A: a32.0

[STX] OSR [ETX] Reverse方向のテープ再生スピードを設定します。

<ノート>
動作制御コマンドの受け付け条件は、RS-232Cモード遷移表を参照してください。(75、76ページ)
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QAL [ETX] [STX] ALV0 [ETX] MIS規格のアドレスレベル0のみに対応します。

[STX] QAO [ETX] [STX] AOm [ETX]

m = 1: CH1

2: CH2

3: CH3

4: CH4

5: CH1 & CH2

6: CH3 & CH4

7: CH1+3 & CH2+4

オーディオ信号の出力チャンネルを問い合わせます。

[STX] QCA [ETX] [STX] CUPdata [ETX]
data = U7U6U5U4U7U3U2U1U0

TCGへプリセットした、ユーザーズビットのデータを問い
合わせます。

[STX] QCB [ETX] [STX] CUSdata [ETX]
data = U7U6U5U4U7U3U2U1U0

TCGのユーザーズビットデータを問い合わせます。

[STX] QCC [ETX] [STX] CCPdata [ETX]
data = ghmmss

OCTLデータの場合
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒

OTCデータの場合
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒

現在のカウンターデータ (秒単位) を問い合わせます。
カウンターディスプレイに表示されているモードにより、
下記のデータをVTRから返信されます。
CTLモード：
CTLデータ

TCモード、UBモード、REMAINモード：
TCデータ

[STX] QCD [ETX] [STX] CDdata [ETX]
data = fwghmmssff

OCTLデータの場合
f = F: Fine

C: Coarse
w = S: Search STILL

P: Search PLAY
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータの場合
f = F: Fine

C: Coarse
w = S: Search STILL

P: Search PLAY
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

現在のカウンターデータを問い合わせます。
カウンターディスプレイに表示されているモードにより、
下記のデータをVTRから返信されます。
CTLモード：
CTLデータ

TCモード、UBモード、REMAINモード：
TCデータ
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QCE [ETX] [STX] CTEdata [ETX]
data = hhmmssff

hh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

TCGへプリセットした、時間データを問い合わせます。

[STX] QCS [ETX] [STX] CTSdata [ETX]
data = hhmmssff

hh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

TCGの時間データを問い合わせます。

[STX] QCT [ETX] [STX] CTdata [ETX]
data = mm

mm = FR:リジェネモード
RP:REC RUNモード
FP: FREE RUNモード
VR:外部VITCモード

TCGの使用するモードを問い合わせます。

[STX] QCW [ETX] [STX] CTMm [ETX]

m = 0: REC RUNモード
1: FREE RUNモード
2: リジェネモード
3: 外部VITCモード

TCGの使用するモードを問い合わせます。

[STX] QCZ [ETX] [STX] CTZm [ETX]

m = 0: 読み込みNG
1: 読み込みOK

TCRの読み込み状態を問い合わせます。

[STX] QDF [ETX] [STX] DFCm [ETX]

m = C: CTLモード
T: TCモード
U: UBモード
R: REMAINモード

カウンターディスプレイの表示モードを問い合わせます。

[STX] QCF [ETX] [STX] CDm [ETX]

m = N: ドロップフレームモード
F: ノンドロップフレームモード

ドロップフレームモードを問い合わせます。

[STX] QCM [ETX] [STX] CHMm [ETX]

m = 1: 12時間モード
2: 24時間モード

CTL表示が12時間モードか24時間モードかを問い合わ
せます。

[STX] QCP [ETX] [STX] CVPdata [ETX]
data = ppqq

pp = 挿入ライン1
qq = 挿入ライン2

外部VITCを挿入する2つのライン設定を問い合わせます。

[STX] QCR [ETX] [STX] CRNm [ETX]

m = 0: TC & UB

1: TC

2: UB

TCG (タイムコードジェネレーター) がリジェネモードの
ときに、REGEN (リジェネ) する信号を問い合わせます。

[STX] QCU [ETX] [STX] CURdata [ETX]
data = U7U6U5U4U7U3U2U1U0

TCRのユーザーズビットデータを問い合わせます。
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QEB [ETX] [STX] EABm [ETX]

m = N: AUTO BACK ON

F: AUTO BACK OFF

オートバック記録の設定を問い合わせます。

[STX] QHE [ETX] [STX] HTEm [ETX]

m = S: STOP

R: REWIND

E: EJECT

M: REWIND and EJECT

記録以外の動作中にテープ終端位置になったときの、VTR
動作モードを問い合わせます。

[STX] QHT [ETX] [STX] HREm [ETX]

m = S: STOP

R: REWIND

E: EJECT

M: REWIND and EJECT

記録中にテープ終端位置になったときの、VTR動作モード
を問い合わせます。

[STX] QIC [ETX] [STX] 1 [ETX] 製品分野別コードを問い合わせます。
本機はテープ機器の「1」を返信します。

[STX] QID [ETX] [STX] data [ETX]

data = AJ-D250

AJ-D230

機器の IDコードを問い合わせます。
セットアップメニューNo. 205 「232C ID SEL」の設
定に応じて、IDコードを返信します。(34ページ参照)
工場出荷設定では、テープ機器の「AJ-D250」を返信し
ます。

[STX] QHI [ETX] [STX] HTIm [ETX]

m = S: STOP

W: REWIND

P: PLAY

M: PLAY PAUSE

テープ挿入時のVTR動作モードを問い合わせます。

[STX] QHR:m [ETX]

パラメータ
m = H固定

[STX] HTRdata [ETX]
data = hhmmss

hh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00固定: 秒

テープ残量を問い合わせます。
未確定時やテープが EJECTされている場合は、data =

FFFFFFが返信されます。

[STX] QHC [ETX] [STX] HCMdata [ETX]

data = C1C2C3C4

C1 = I: カセットイン
O: カセットアウト

C2 = E: 記録可能
D: 記録不可
N: テープなし

C3 = S: Sサイズカセット
M: Mサイズカセット
L: Lサイズカセット
N: テープなし

C4 = D: DVフォーマット
P: DVCPROフォーマット
C: DVCAMフォーマット
N: テープなし

カセットテープの情報を問い合わせます。



[STX] QLH:m [ETX]

パラメータ
m = D: ドラムの回転積算時間

T: キャプスタンの回転積算時
間

パラメータなし:
ドラムの回転積算時間 (4桁)

[STX] LHRdata [ETX]
data = mhhhhh

m = D: ドラム
T: キャプスタン

hhhhh = 00000～99999: 回転積算時間
Oパラメータなしの場合
ドラムの回転積算時間を4桁で返信
します。
data = hhhh

hhhh = 0000～9999: 回転積算時間

アワーメーターの現在値を問い合わせます。

[STX] QOT [ETX] [STX] OTEm [ETX]

m = E:
E-E (Electric modulation to Electric
play back)

m = T:
V-V (VTR to VTR recording)

VTRがSTOPモードやFFモード、REWモード時にE-E
出力にするか、V-V出力にするかを問い合わせます。
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QIE [ETX] [STX] IEVdata [ETX]

data = m1m2

m1 = 0～F: BIT7～BIT4のデータの
指定

m2 = 0～F: BIT3～BIT0のデータの
指定

強制E-E出力の設定を問い合わせます。

パラメータ m1 (16進表示) m2 (16進表示)

対応BIT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3

切り替えデータ 0 0 0 0 AUDIO CH1

BIT2

AUDIO CH2

BIT1

VIDEO

BIT0

TC
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QOP [ETX] [STX] data [ETX]

data =

OSP: STOP
OEJ: EJECT
OFF: FAST FORWARD
ORW:REWIND
OSF: SHUTTLE FORWARD
OSR: SHUTTLE REVERSE
OSS: STILL
OPL: PLAY
OPP: PLAY PAUSE
ORC: REC
ORP: REC PAUSE
OBF: STANDBY OFF
SCS: COUNTER SEARCH (STILL)
SCP: COUNTER SEARCH (PLAY)
SRS: COUNTER SEARCH (STILL)
SUB: UB SEARCH
SPT: PLAY to
OPT: PLAY to
SMS: MEMORY SEARCH
EAD: AUDIO INSERT
EAP: AUDIO INSERT PAUSE
EIN: VIDEO INSERT
EIP: VIDEO INSERT PAUSE
EVI: AUDIO & VIDEO INSERT
EVP: AUDIO & VIDEO INSERT

PAUSE
EFE: FIRST EDIT

VTRの動作モードを問い合わせます。
現在のVTRの状態を検出し、ステータスコマンドを返信
します。

[STX] QOD:d1d2 [ETX]

パラメータ
d1 = 0～F:

ステータスデータの番号を指定
d2 = 0～F:

ステータスデータのバイト数を
指定

[STX] OASdata [ETX]

data =

AD0AD1AD2AD3AD4AD5AD6AD7AD8

AD9ADAADBADCADDADEADF

<ノート>
AD＊の詳細は、ビットマップ一覧 (A)
を参照してください。

各種動作モードを問い合わせます。
現在のVTRの状態を検出し、ビットマップの情報で送信
します。VTRは、ビットマップの情報をASCIIコードに変
換して返信します。
<ノート>
パラメータで ADDRESSF を越える設定をした場合、
ADDRESSF以降のデータは保証できません。
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Oビットマップ一覧 (A)

ADDRESS BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

AD 0 0 0
CASSETTE

OUT
RF VIDEO
MISSING

TAPE
TROUBLE

HARD
ERROR

0
LOCAL or

MENU

AD 1 STANDBY 0 STOP EJECT REW FF REC PLAY

AD 2 SERVO LOCK 0 SHUTTLE 0 0
TAPE

DIRECTION
STILL

CUE UP
COMPLETE

AD 3 0 0 0 0 0 0 0 0

AD 4 SELECT EE FULL EE 0 EDIT 0 0 0 CUE UP

AD 5 0 INSERT 0 VIDEO 0 0 AUDIO CH2 AUDIO CH1

AD 6 0 LAMP STILL LAMP FWD LAMP REW
LAMP

SPEED3
LAMP

SPEED2
LAMP

SPEED1
LAMP

SPEED0

AD 7 0 0 0 0 0 0 0 0

AD 8 0 0 0 0 0 0 0 REC INHIBIT

AD 9 0 0 0 0 0 0 0 0

AD A 0 0 0 0 0 0 0 0

AD B 0 0 0 0 0 0 0 0

AD C 0 0 0 0 0 0 0 0

AD D 0 0 0 0 0 0 0 0

AD E 0 0 0 0 0 0 0 0

AD F 0 0 0 0 0 0 0 0
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QOS [ETX] [STX] OPSdata [ETX]

data = AD0AD1AD2AD3AD4

<ノート>
AD＊の詳細は、ビットマップ一覧 (B)
を参照してください。

各種動作モードを問い合わせます。
現在のVTRの状態を検出し、ビットマップの情報で送信
します。VTRは、ビットマップの情報をASCIIコードに変
換して返信します。

[STX] QRA [ETX] [STX] RAm [ETX]

m = N: ACK ON

F: ACK OFF

ACK (Acknowledge) コードの応答設定を問い合わせま
す。

[STX] QRS [ETX] [STX] RSEm [ETX]

m = 0: ノーマル
1: 完了コマンドなし
2: 完了コマンドなし/エラーなし

サーチエンドモードの設定を問い合わせます。

[STX] QRV:m [ETX]

パラメータ
m =

A: AV SYSTEM CONTROLの
ROMバージョン

S: SUB CODEマイコンのバー
ジョン

C: CYLINDER SERVOのROM
バージョン

R: REEL SERVOの ROMバー
ジョン

I: INTERFACEのROMバージ
ョン

パラメータなし:
INTERFACEのROMバージョン

[STX] VERdata [ETX]

data = d1d2.d3d4-d5d6-d7.d8d9

d1～d9: ソフトウェアのバージョン

各マイコンに使用されているソフトウェアのバージョンを
問い合わせます。

[STX] QSM [ETX] [STX] SMMm [ETX]

m = S: MEMORY STOP

O: REPEAT ONE TIME

A: CONTINUE

F: OFF

メモリーモードを問い合わせます。

[STX] QSY [ETX] [STX] SMILPdata [ETX]

data = wwghmmssff

ww = LP: CTLデータ基準
SP: TCデータ基準

g = ブランク: プラス時
– 符号: マイナス時

h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

メモリーされたカウンター値を問い合わせます。
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Oビットマップ一覧 (B)

ADDRESS BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

AD 0 FULL EE SELECT EE 0 0 0 0
TAPE END

(＊)
TAPE TOP

(＊)

AD 1 SHORT PLAY 0 STANDBY 0 0 0 0 SERVO LOCK

AD 2
REC INHIBIT

TAB
CASSETTE

IN/OUT
0 VTR STATUS

AD 3
TAPE

DIRECTION
SHUTTLE SPEED

AD 4 0
INSERT
VIDEO

INSERT
AUDIO CH1

INSERT
AUDIO CH2

0 0 0 0

VTR STATUS DATA

BIT4～BIT0 VTR STATUS

1, 1, 1, 1, 1 INSERT PAUSE

BIT4～BIT0 VTR STATUS

0, 1, 0, 0, 1 PLAY PAUSE

0, 1, 0, 0, 0 PLAY

0, 0, 0, 1, 1 FAST FORWARD

0, 0, 0, 1, 0 REWIND

0, 0, 0, 0, 1 EJECT

0, 0, 0, 0, 0 STOP

1, 1, 1, 1, 0 INSERT

0, 1, 1, 1, 0 SEARCH

0, 1, 1, 0, 1 AUDIO INSERT PAUSE

0, 1, 1, 0, 0 AUDIO INSERT

0, 1, 0, 1, 1 RECORDING PAUSE

0, 1, 0, 1, 0 RECORDING

SHUTTLE SPEED DATA

BIT4～BIT0 SHUTTLE SPEED

60 (±) a9.5以上

BIT4～BIT0 SHUTTLE SPEED

2A (±) a0.2以上 ～ (±) a0.43未満

20 (±) a0.1以上 ～ (±) a0.2未満

13 (±) a0.03以上 ～ (±) a0.1未満

00 STILL

59 (±) a3.0以上 ～ (±) a9.5未満

4A (±) a1.85以上 ～ (±)a3.0未満

40 (±) a1.0以上 ～ (±) a1.85未満

36 (±) a0.43以上 ～ (±) a1.0未満

<＊ノート>
TAPE ENDビットおよびTAPE TOPビットは、テープの始終端検出時に1を立て、QOSコマンドにより問
い合わされたとき0にクリアされます。
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$問い合わせ (Question) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] QSP:m [ETX]

パラメータ
m =

B: BEGIN点
E: END点

[STX] SMPdata [ETX]

data = pw:ghmmssff

OCTLデータが基準の場合
pw = BP: BEGIN点

EP: END点
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータが基準の場合
pw = BP: BEGIN点

EP: END点
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

メモリーされたリピート位置を問い合わせます。
データがエントリーされていないときは、VTRからエラー
コードER001が返信されます。

[STX] QTT [ETX] [STX] TSTdata [ETX]

data = mmmm

mmmm =

0000: 0.5秒
0005: 5秒
0010: 10秒
0030: 30秒
0100: 1分
0200: 2分

メモリーされたスタンバイオフタイマーを問い合わせます。

[STX] QVI [ETX] [STX] VIm [ETX]

m = L: LINE
S: S-VIDEO
D: OPTION

INPUT SELECTスイッチのポジションを問い合わせます。

[STX] QVM [ETX] [STX] VMDm [ETX]

m = A: カラー
B: モノクロ

カラーモードを問い合わせます。
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$通信 (Communication) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] RAN [ETX] [STX] RAN [ETX] ACK (Acknowledge) コードの返信を有効にします。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] RAF [ETX] [STX] RAF [ETX] ACK (Acknowledge) コードの返信を無効にします。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] RCK [ETX] [STX] RCK [ETX] 通信が成立しているかをチェックします。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。

[STX] RSE:m [ETX]

パラメータ
m =

0:ノーマル
1:完了コマンドなし
2:完了コマンドなし/エラーなし

[STX] RSE [ETX] サーチ完了コマンドの送信タイミングと送信の可/不可を設
定します。
Oノーマルに設定
サーチ開始時：ACKコードを返信
サーチ完了時：[STX]((([ETX]を返信
サーチ中断時：[STX]ER((([ETX]を返信

O完了コマンドなしに設定
サーチ開始時：ACKコードを返信後に、

[STX]((([ETX]を返信
サーチ完了時：返信しない
サーチ中断時：[STX]ER((([ETX]を返信

O完了コマンドなし/エラーなしに設定
サーチ開始時：ACKコードを返信後に、

[STX]((([ETX]を返信
サーチ完了時：返信しない
サーチ中断時：返信しない

<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。
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$検索 (Search) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] SCP:data [ETX]

パラメータdata = ghmmssff

OCTLデータを基準とする場合
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とする場合
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] SCP [ETX] パラメータで指定されたカウンター値を検索します。
検索が終了すると、再生を開始します。
指定された位置が、不正規な位置 (目標位置がない) の場合
は、VTRからエラーコードER122が返信されSTOPモ
ードになります。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
基準にするデータとは異なるデータが送信されたときは、
VTRからエラーコードER001が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE

[STX] SCS:data [ETX]

パラメータdata = ghmmssff

OCTLデータを基準とする場合
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とする場合
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] SCS [ETX] パラメータで指定されたカウンター値を検索します。
検索が終了すると、STILLモードになります。
指定された位置が、不正規な位置 (目標位置がない) の場合
は、VTRからエラーコードER122が返信されSTOPモ
ードになります。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
基準にするデータとは異なるデータが送信されたときは、
VTRからエラーコードER001が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE
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$検索 (Search) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] SMI:data [ETX]

パラメータdata = wwghmmssff

Oカウンター値をメモリーする場
合
ww = LC: CTLデータ基準

SC: TCデータ基準
ghmmssffは省略します。

OCTLデータを基準とするパラメ
ータ値をメモリーする場合
ww = LP: CTLデータ基準
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とするパラメー
タ値をメモリーする場合
ww = SP: TCデータ基準
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] SMI [ETX] コマンドを受信したときのカウンター値とパラメータ値を
メモリーします。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中やは、受け付けません。

[STX] SMM:m [ETX]

パラメータ
m = S: MEMORY STOP

O: REPEAT ONE TIME

A: CONTINUE

F: OFF

[STX] SMM [ETX] メモリーモードを設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中やは、受け付けません。
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$検索 (Search) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] SMP:data [ETX]

パラメータdata = pww:ghmmssff

Oカウンター値をメモリーする場
合
p = B: BEGIN点

E: END点
ww = LC:CTLデータ基準

SC:TCデータ基準
ghmmssffは省略します。

OCTLデータを基準とするパラメ
ータ値をメモリーする場合
p = B: BEGIN点

E: END点
ww = LP: CTLデータ基準
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とするパラメー
タ値をメモリーする場合
p = B: BEGIN点

E: END点
ww = SP:TCデータ基準
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

O指定位置をエントリーしない場
合
data =

BN: BEGIN点NO ENRTY
EN: END点NO ENRTY

[STX] SMP [ETX] リピート位置を設定します。
BEGIN 点と END点が異なるモードで指定された場合、
VTR内部で変換し、最後に指定されたモードで設定します。
パラメータ「ff」は、VTR内部において「00」として処
理されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中やは、受け付けません。
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$検索 (Search) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] SMS [ETX] [STX] SMS [ETX] メモリーされたコマンドを受信したときのカウンター値を
検索します。
検索が終了すると、STILLモードになります。
指定された位置が、不正規な位置 (目標位置がない) の場合
は、VTRからエラーコードER122が返信されSTOPモ
ードになります。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
基準にするデータとは異なるデータが送信されたときや、
カウンター値がメモリーされていない場合は、VTRからエ
ラーコードER001が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE

[STX] SPT:data [ETX]

パラメータdata = ghmmssff

OCTLデータを基準とする場合
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とする場合
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] SPT [ETX] パラメータで指定された位置まで再生します。
再生終了後は、VTRがSTILLモードになります。
指定された位置が、現在の位置よりも以前の場合は、再生
せずにSTILLモードになります。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE
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$検索 (Search) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] SRS:data [ETX]

パラメータdata = wghmmssff

OCTLデータを基準とする場合
w = L: CTLデータ基準
g = ブランク: プラス時

– 符号: マイナス時
h = 0～9: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

OTCデータを基準とする場合
w = S: TCデータ基準
gh = 00～23: 時
mm = 00～59: 分
ss = 00～59: 秒
ff = 00～29: フレーム

[STX] SRS [ETX] パラメータで指定されたカウンター値を検索します。
検索が終了すると、STILLモードになります。
指定された位置が、不正規な位置 (目標位置がない) の場合
は、VTRからエラーコードER122が返信されSTOPモ
ードになります。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
基準にするデータとは異なるデータが送信されたときは、
VTRからエラーコードER001が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE

[STX] SUB:data [ETX]

パラメータdata = uuuuuuuu:d

u = 0～F: ユーザーズビット値
(検索しないユーザーズビット値
には＊を指定します。)
d = F: Forward方向

R: Reverse方向

[STX] SUB [ETX] パラメータで指定されたユーザーズビットの先頭位置を検
索します。
検索が終了すると、STILLモードになります。
5秒以上同一のユーザーズビット値が連続する場合に検索
可能です。
動作中にOSP (STOP) コマンドやOEJ (テープEJECT)
コマンドが指示された場合は、VTR からエラーコード
ER123が返信されます。
VTRのフロントパネル操作により、VTRの動作モードが
変更された場合は、VTRからエラーコードER121が返信
されます。
動作中にテープの終端になった場合は、VTRからエラーコ
ードER120が返信されます。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中や下記のモードのときは、受け
付けません。

EJECT、REC、REC PAUSE、INSERT、INSERT
PAUSE
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RS-232C

$タイマー (Timer) 制御コマンド

パソコンの送信データ VTRから応答してくる返信データ コ マ ン ド の 内 容

[STX] TST:data [ETX]

パラメータdata = mmmm

mmmm =

0000: 0.5秒
0005: 5秒
0010: 10秒
0030: 30秒
0100: 1分
0200: 2分

[STX] TST [ETX] スタンバイオフタイマーを設定します。
<ノート>
検索制御コマンドの処理中は、受け付けません。
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RS-232C

$モード遷移表

VTR STATUS

返信
コマンド STOP

STANDBY
OFF

EJECT PLAY REW FF
PLAY

PAUSE
REC

REC
PAUSE

SHORT
PLAY

OSP ━━ ±± tt ±± ±± ±± ±± ±± ±± ±±

EFE ±± ±± tt ±± ±± ±± ±± tt tt tt

OEJ ±± ±± ━━ ±± ±± ±± ±± tt tt tt

OPL ±± ±± tt ━━ ±± ±± ±± tt tt tt

ORW ±± ±± tt ±± ━━ ±± ±± ±± ±± ±±

OFF ±± ±± tt ±± ±± ━━ ±± ±± ±± ±±

OPA ±± ±± tt ±± ±± ±± PLAY
REC

PAUSE
REC

REC
PAUSE

ORC ±± ±± tt ±± ±± ±± ±± ━━ ±± ±±

ORP ±± ±± tt ±± tt tt ±± ±± ━━ ±±

EIN tt tt tt tt tt tt ±± tt tt tt

EAD tt tt tt tt tt tt ±± tt tt tt

OAF tt tt tt tt tt tt ±± tt tt tt

OAR tt tt tt tt tt tt ±± tt tt tt

OPR ±± ±± tt ±± ±± ±± ±± tt tt tt

OSL ±± ±± tt ±± ±± ±± ±± tt tt tt

OSF ±± ±± tt ±± ±± ±± ±± tt tt tt

OSR ±± ±± tt ±± ±± ±± ±± tt tt tt

検索
コマンド

±± ±± tt ±± ±± ±± ±± tt tt tt

<ノート>
±± : 返信コマンドのモードに、動作が変化します。
tt : エラーコードER001を返信し、実行不可能になります。
━━ : 動作状態を維持します。

OPAコマンド : OPAコマンドは、現在の動作モードから別の動作モードになる場合があります。
検索コマンド : OPT、SCP、SCS、SMS、SPT、SRS、SUB

AUTO
BACK

SEARCH

±± ±±

tt ±±

tt ±±

±± ±±

±± ±±

REC ±±

±± ±±

±± tt

tt ±±

tt tt

tt tt

tt tt

tt tt

tt ±±

tt ±±

tt ±±

tt ±±

tt ±±
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RS-232C

VTR STATUS

返信
コマンド STILL

VIDEO
INSERT

VIDEO
INSERT
PAUSE

AUDIO
INSERT

AUDIO
INSERT
PAUSE

A/V
INSERT

A/V INSERT
PAUSE

OSP ±± ±± ±± ±± ±± ±± ±±

OEJ ±± tt tt tt tt tt tt

OPL ±± tt tt tt tt tt tt

ORW ±± tt tt tt tt tt tt

OFF ±± tt tt tt tt tt tt

OPA PLAY
PLAY

PAUSE
VIDEO
INSERT

PLAY
PAUSE

AUDIO
INSERT

PLAY
PAUSE

A/V INSERT

ORC ±± tt tt tt tt tt tt

ORP ±± tt tt tt tt tt tt

EFE ±± tt tt tt tt tt tt

EIN ±± tt ━━ tt
A/V INSERT

PAUSE
tt ━━

EAD ±± tt
A/V INSERT

PAUSE
tt ━━ tt ━━

OAF tt tt tt tt tt tt tt

OAR tt tt tt tt tt tt tt

OPR ±± tt tt tt tt tt tt

OSL ±± tt tt tt tt tt tt

OSF ±± tt tt tt tt tt tt

OSR ±± tt tt tt tt tt tt

$モード遷移表

<ノート>
±± : 返信コマンドのモードに、動作が変化します。
tt : エラーコードER001を返信し、実行不可能になります。
━━ : 動作状態を維持します。

OPAコマンド : OPAコマンドは、現在の動作モードから別の動作モードになる場合があります。
検索コマンド : OPT、SCP、SCS、SMS、SPT、SRS、SUB

検索
コマンド

±± tt tt tt tt tt

FIRST
EDIT

±±

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

検索コマンド
処理中

(CUE UPなど)

±±

±±

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tt

tttt
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RS-232C

$ 送信コマンドの間隔について

AJ-D250はマルチマイクロコンピュータのVTR
です。VTR内部のシステムコントロールマイコン
に何らかの処理をさせる場合、VTR内部のRS-
232Cインターフェースマイコンと、システムコ
ントロールマイコンとの間での通信のための時間
(約150 msec) が必要です。
パソコンからコマンドを送信する時は、150 msec
以上の間隔をあけてください。

受け付け可能なコマンド
O Qコマンド (問い合わせコマンド)
O OSPコマンド (STOP)
O OEJコマンド (EJECT)

受け付け可能なコマンド以外のコマンドを送信
した場合、エラーコードER001を返信します。

OPT、SCP、SCS、SMS、SPT、SRS、
SUB、EFE

(5) RS-232C通信注意事項

$ 送信コマンドとVTRからの返信データについて

1. フロントパネルのLOCAL/MENU/REMOTE
スイッチの位置が、「REMOTE」以外の場合は、
RS-232Cによる正常なコントロールが行えま
せん。
スイッチの位置が「REMOTE」以外のときに、
Qコマンド (問い合わせコマンド) 以外のコマン
ドを送信した場合、エラーコードER001を返
信します。

2. 下記のコマンドを送信したときは、処理が終了
するまで受け付け可能なコマンドに制限があり
ます。
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エラーメッセージ

装置に異常が発生した場合には、テープカウンターに下記のエラーメッセージが表示されます。

エラー
番号

内　　容

— d — 露付き。

E — 00

E — 01

E — 11

E — 21

カセット挿入後、4秒経過してもカセットダ
ウンしません。
もしくは、EJECT後、4秒経過してもカセッ
トが出てきません。

E — 31 ローディング動作が4秒以内に完了しません。

E — 32
アンローディング動作が4秒以内に完了しま
せん。

E — 41
シリンダーモーターからFG信号 (回転速度信
号) が出力されていません。

E — 42
シリンダーモーターからPG信号 (位相信号)
が出力されていません。

E — 43 シリンダーモーターの回転数が異常に高い。

E — 44 シリンダーモーターの回転数が異常に低い。

E — 51
キャプスタンモーターからFG信号 (回転速度
信号) が出力されていません。

E — 52 キャプスタンモーターの回転数が異常に高い。

エラー
番号

内　　容

E — 66
始終端処理動作が7秒以上経過しても終了し
ていません。

E — 67
SERVO⇔AVSYS間の通信エラーです。デ
ータに異常があります。

E — 68
SERVO⇔AVSYS間の通信エラーです。デ
ータがHighもしくはLowに固定されていま
す。

E — 69
電源投入時、SERVO⇔AVSYS間の通信に
異常があります。

E — 70
テープの大きさに合わせて動作するリール台が
2.5秒以上ロックされています。

E — 53 キャプスタンモーターの回転数が異常に低い。

E — 61 Sリールモーターがロックされています。

E — 62 Tリールモーターがロックされています。

E — 63 Sリールモーターの回転数が異常に高い。

E — 64 Tリールモーターの回転数が異常に高い。

E — 65 テンション異常を検出しました。

E — 09

サーボが3秒以上ロックしないとき表示され
ます。
セットアップメニューNo. 001を「T&S&R」
に設定しているときは、モニター画面3行目
(テ ー プ 残 量 の 行 ) に 「 SERVO NOT
LOCKED」が表示されます。

1秒以上ヘッド出力がないとき (目づまり等)
表示されます。
このとき、モニター画面の1行目 (カウンタ
ーの行) に「L」が表示されます。
また、セットアップメニュー No. 001を
「T&S&R」に設定しているときは、3行目
(テープ残量の行) に「LOW RF」が表示され
ます。

テープのブランク部分を検出したとき表示さ
れます。
このとき、モニター画面の1行目 (カウンタ
ーの行) に「N」が表示されます。
また、セットアップメニュー No. 001を
「T&S&R」に設定しているときは、3行目
(テープ残量の行) に「NO RF」が表示されま
す。

下記の条件を全て満たしたとき、ブランク部
分として認識します。
O全てのヘッド出力が無い。
O再生データが読み取れない。
OCTLが無い。

ファンモーターが停止しています。
このとき、モニター画面の1行目 (カウンタ
ーの行) に「S」が表示されます。
また、セットアップメニュー No. 001を
「T&S&R」に設定しているときは、3行目
(テープ残量の行) に「FAN STOP」が表示さ
れます。
約1時間経過すると、自動的に停止します。

E — 6B
IF⇔AVSYS間の通信エラーです。内部基準
または、外部基準に異常があります。

E — 72 ソレノイド駆動回路に異常があります。

E — 73
クリーニングソレノイド駆動回路に異常があ
ります。
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EMERGENCYイジェクト

1 トップパネルを外します。

2 赤いプラスチックのねじ部を、プラスドライバー
で押し込みながら、反時計方向に回します。
(アンローディングを開始するまで、約30回転必
要です。)

3 巻き取り治具 (同梱品) をテープ引き出し口 (VTR
のメカニズム側) より差し込み、Sリールのフラン
ジ部 (白いギヤ) を、巻き取り治具のゴム部で巻き
取り方向に回転させ、テープのたるみを取ります。

<ノート>
テープを傷つけないように、注意してください。

緊急時に手動でテープを取り出す手順

EJECTボタンを押しても、カセットテープを取り出せないときは、下記の方法で取り出すことができます。

O必ず、本機の電源をOFFにした状態で行ってください。

2
3
4

34

1

5

4 再度、赤いプラスチックのねじ部を、プラスドラ
イバーで押し込みながら、反時計方向に回し、S
リールのフランジ部を、巻き取り方向に回転させ
て、テープのたるみを取ります。
テープが完全にカセットケースに納まるまで、約
90回転 (赤いプラスチックのねじ部) この操作を
繰り返します。

5 スロットイン側の赤いプラスチックのねじ部を、
プラスドライバーで時計方向に回し、カセットテ
ープを取り出します。
(テープがイジェクトするまで、約140回転必要
です。)

<ノート>
カセットの蓋が閉じるときに、テープが噛み込ま
ないように、注意してください。
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ビデオヘッドクリーニング

本機には、自動的にヘッドの汚れを軽減するオートヘッドクリーニング機能が付いていますが、
より信頼性を高めるために適時ビデオヘッドを清掃することをお薦めいたします。
なお、具体的なクリーニング方法についてはサービス会社または販売会社にご相談ください。

結　露

露付きが起こるのは、暖房された部屋の窓ガラス一面に水滴 (露) がつくのと同じ原理です。
本機やテープを温度・湿度差の大きいところに移動したときに起こります。
O湯気が立ちこもる湿度の高いところや、暖房した直後の部屋へ移動したとき。
O冷房されているところから、急に温度・湿度の高いところへ移動したとき。

このようなところへ移動したときは、すぐ電源を入れずに10分程度放置したままでお待ちく
ださい。もし、本機に結露が発生したときは、カウンター表示部にエラーメッセージ (— d —)
が点灯し、カセットテープは自動的に排出されます。
そのまま電源を入れた状態で、エラーメッセージが消えるまでお待ちください。

お手入れについて

お手入れ前には、電源スイッチをOFFにし、必ず電源プラグを持ってコンセントから抜いてく
ださい。
キャビネットの清掃は柔らかい布で行ってください。汚れのひどいときは、台所洗剤をうすめ、
布に浸して固く絞って拭きます。汚れをふき取ったのち、乾いた布で仕上げを行ってください。
シンナー、ベンジンはご使用にならないでください。
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アフターサービス

1. 保証書…内容のご確認と保存のお願い
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店」等の記
入を確かめて、お買い上げの販売店から受け取っ
ていただき、内容をよくお読みのうえ、大切に保
管してください。

2. 保証期間…お買い上げ日から1年間
取扱説明書および本体貼付ラベル等の注意事項に
従った正常なご使用状態で、保証期間内に万一故
障を生じた場合には、保証書記載事項に基づき、
販売店で「無料修理」させていただきます。保証
期間内でも次の場合には、原則として有料にさせ
ていただきます。

(ｲ)使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障
および損傷

(ﾛ)お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下など
による故障および損傷

(ﾊ)火災、地震、水害、落雷、その他天災地変および
公害、塩害、ガス害 (硫化ガスなど)、異常電圧、
指定外の使用電源 (電圧、周波数) などによる故
障および損傷

(ﾆ)その他指定外の使用条件で使用された場合に生じ
た故障および損傷

(ﾎ)他の接続機器および接続部材に起因して生じた故
障および損傷

(ﾍ)別に指定する＊磨耗性の部品、あるいは付属品の
故障および損傷

アフターサービスについて

3. 補修用性能部品の最低保有期間
本機の補修用性能部品 (機能維持のために必要な
部品) の最低保有期間は、製造打ち切り後8年で
す。

4. 修理を依頼される前に
この取扱説明書をよくお読みのうえ、「故障かな？
と思う前に」の項を点検していただき、なお異常
があるときは、必ず電源プラグを抜いてから、販
売店にお申しつけください。

5. ご転居・定期保守サービス等ご不明な点は、お買
い上げの販売店にご相談ください。

＊磨耗性の部品とは、下記部品類です。

Oビデオヘッド
Oピンチローラー
O各種ブレーキ
Oモーター類

O各種ベルト
Oゴムプーリー類
Oローラー類
Oヘッド類

定期保守のおすすめ

ビデオは
O複雑なメカニズムで構成されており、ベルト、ロ
ーラー、ヘッドなどが数多く使用されています。

Oこれら部品は、使用時間が経過するにつれて磨耗
劣化し、故障の原因となります。

Oまた、ホコリ、ゴミなども安定した機能を妨げ、
トラブル発生の原因となります。

このため、単に将来の故障発生時に行うアフターサー
ビスにとどまらず、総合的なサービス、即ちビデオシ
ステムの機能を正常に維持させ、消耗部品などによる
突発的な故障を未然に防ぐために、保守サービス (メ
ンテナンス) を定期的に行うことが非常に大切である
といえます。定期保守サービス (有料扱い) について
は、お買い上げの販売店にご相談ください。
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定　格

【総合】

は安全項目です。

電源電圧 AC 100 V±10%、50/60 Hz
消費電力 56 W

動作周囲温度
5℃～40℃

動作周囲湿度
35%～80% (結露なし)

重量
6.5 kg

外形寸法
214 (幅) ×132 (高さ) ×391 (奥行) ㎜

記録フォーマット
DVCPROフォーマット

記録トラック
Oデジタル ビデオ/オーディオ
Oタイムコード：サブコード領域に記録
Oデジタル オーディオ：2チャンネル
Oキュー信号：1トラック
Oコントロール (CTL)：1トラック

テープスピード
33.820 ㎜/秒

記録時間
O 184分 (AJ-P184LP使用時＊)
O 66分 (AJ-P66MP使用時)

使用テープ
1/4″薄磁性層メタルテープ

FF/REW時間
5分以内 (AJ-P184LP使用時)

【ビデオ】
S-VIDEO
4P×1、Y：1.0 VP-P、75Ω

C：0.286 VP-P、75Ω (バーストレベル)

$出力端子
ライン出力
BNC×1、1.0 VP-P、75Ω

モニター出力
BNC×1、1.0 VP-P、75Ω

S-VIDEO
4P×1、Y：1.0 VP-P、75Ω

C：0.286 VP-P、75Ω (バーストレベル)

【ビデオ】
$デジタルビデオ
サンプリング周波数
Y：13.5 MHz、PB/PR：3.375 MHz

量子化
8 bits

エラー訂正
リードソロモン積符号

$アナログコンポジットIN/OUT
映像帯域
Y：30 Hz～4.5 MHz (0±1 dB)

Y/Cディレイ
20 nsec以下

Kファクター
2%以下

$入力端子
ライン入力
BNC×1、1.0 VP-P、75Ω

REF VIDEO入力
BNC×1、1.0 VP-P、75Ω

＊AJ-P184LPにて、DVCPRO (25Mモード) で記録さ
れたテープは、DVCPRO (25M) 長時間テープ対応VTR
にてご使用ください。

【オーディオ】
$デジタルオーディオ
サンプリング周波数
48 kHz

量子化
16 bits

周波数特性
20 Hz～20 kHz (0＋1.0 dB、－2.0 dB)

ダイナミックレンジ
85 dB以上
(1 kHz、エンファシスOFF、“A”weighted)

歪率
0.1%以下
(1 kHz、エンファシスOFF、基準レベル)

クロストーク
－80 dB以下 (1 kHz、2チャンネル間)

$入力端子
ライン入力 (CH1/CH2)
PHONO×2、－8 dBV、47 kΩ

$出力端子
ライン出力 (CH1/CH2)
PHONO×4、－8 dBV、1 kΩ

ヘッドホン出力
M3ステレオ、レベル可変 (最大－32 dBV以上)、
8Ω

【その他入出力端子】
RS-232C
D-sub、25 pin、RS-232Cインターフェース

ワイヤードリモコン
M2ジャック (簡易リモコン)

【表示管】
カウンター
8桁 (CTL/TC/UB切り替え、テープ残量)

オーディオレベルメーター
18段階

その他
REC/REC INH、REMOTE、WIDE、民生用カセット挿
入表示、REPEAT、SERVO、チャンネルコンディショ
ン、カセット挿入表示
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